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　昭和42年に旧第二・第三中学校を統合した仁科台中学校が、開校
50周年の記念式典を10月１日に同校で開催しました。
　式典では北澤猛史校長の式辞や、生徒会長の内藤光佑さんが「いつ
の日か地域を支える大人になりたい」とあいさつしました。前校長で卒
業生でもある矢口修さんが復活を望んだ第２校歌「校友歌」も披露され、
全校生徒が５月から取り組んできた練習の成果を見せました。
　記念講演では、卒業生でお笑いタレントの鉄拳さんが登場。パラパ
ラ漫画家としても活躍する鉄拳さんは「中学生の時は落ちこぼれで得
意なのは絵だけだった。生活日誌にマンガを描いて担任の美術の先生
にアドバイスしてもらっていた」と好きなことが仕事に生きたことを話
し、生徒たちからの質問にユーモアのある答えを返していました。

仁科台中学校開校50周年
記念式典で校友歌や鉄拳さんの講演会

主な内容
❷　平成27年度決算
❻　みんなで支える国民健康保険　国保の財政状況
❽　北アルプス国際芸術祭2017～信濃大町 食とアートの廻廊～
❾　11月９～15日　秋の全国火災予防運動
�　“住んで良かったまち”を目指して　定住促進事業
�　29年度保育園の入園申し込み
�　おおまぴょん　応援ありがとうございました
�　こんな電話に気を付けて！
�　30年度からすべての事業主が従業員の住民税を天引きに
�　生涯学習
�　情報ステーション

生徒に迎えられる鉄拳さん第２校歌「校友歌」を全校で斉唱
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27
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
１
８
０
億
５
７
０
９

万
円
、
歳
出
総
額
１
７
３
億
９

１
８
７
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
差
引
額
は
６
億
６
５

２
２
万
円
の
黒
字
、
来
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た

実
質
収
支
額
は
５
億
６
３
６
５

万
円
の
黒
字
で
し
た
。

【
歳
入
︼

　
歳
入
の
内
訳
で
は
、
市
税
が

41
億
３
０
８
３
万
円
で
全
体
の

22
・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
０
・
８
％

で
３
１
６
７
万
円
の
減
、
収
納

率
は
全
体
で
91
・
７
％
と
な
り
、

前
年
度
を
１
・
２
％
上
回
り
ま

し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
66
億
２
６
８

０
万
円
で
全
体
の
36
・
７
％
を

占
め
、
歳
入
の
ト
ッ
プ
と
な
り

ま
す
。
内
訳
は
、
普
通
交
付
税

が
合
併
算
定
替
に
よ
り
55
億
５

１
７
２
万
円
、
特
別
交
付
税
が

10
億
７
５
０
８
万
円
で
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
13
億
９
６
９

３
万
円
で
し
た
。
道
路
な
ど
の

維
持
や
改
良
に
充
て
ら
れ
た
各

種
補
助
金
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

27
年
度
の
主
な
事
業

きらり輝く協働のまちづくり経費174億円
 市民1人当たり　60万6,700円

　27年度の「一般会計」、国民健康
保険や公営簡易水道など４つの「特
別会計」、水道や病院など５つの「企
業会計」の決算が、市議会９月定例
会で認定されました。　　
　一般会計の決算状況をお知らせし
ます。

市　　　税 市民税や固定資産税など皆さんが
納税したお金

地方譲与税 国税から譲与されたお金（自動車
重量譲与税・地方揮発油譲与税）

地方消費税交付金 地方消費税の市町村交付金
地方交付税 市の財政力に応じて国から交付さ

れたお金
国庫支出金 事業に対しての国からの補助金など
県 支 出 金 事業に対しての県からの補助金など
繰　入　金 積立金の取り崩し
繰　越　金 前年度繰越金
市　　　債 事業を行うために銀行などから借

りたお金
諸　収　入 預金利子や貸付金の回収金
そ　の　他 保育料や使用料、手数料など

　自主財源 市が自主的に得られる財源
　依存財源 国や県から交付される財源および

市債

歳入総額
180億5,709万円

諸収入
10億8,049万円
6.0％

市債
10億8,037万円
6.0％

依存財源
108億8,955万円
60.3％

依存財源
108億8,955万円
60.3％

自主財源
71億6,754万円
39.7％

自主財源
71億6,754万円
39.7％

国庫支出金
13億9,,693万円

7.7％

繰越金  8億5,286万円  4.7％
繰入金  5億2,616万円  2.9％

その他  5億7,720万円  3.2％

県支出金  9億1,951万円  5.1％
地方消費税交付金  6億132万円  3.3％

その他
8,063万円  0.5％

地方譲与税
1億8,399万円  1.0％

市税
41億3,083万円
22.9％

地方交付税
66億2,680万円
36.7％

※各項目で、
端数処理しています。

美麻福祉企業センターを新たに建設し、利
用者の作業環境を整備　7,794万円

八坂定住促進住宅を野平地区に２棟建設、
２世帯５人が移住　3,753万円

除雪・排雪で生活道路を確保し、市民生
活を維持　２億3,814万円



3 広報おおまち　2016.11

︻
歳
出
︼

　
歳
出
で
主
な
も
の
は
、
除
雪

経
費
２
億
３
８
１
４
万
円
、
八
坂

定
住
促
進
住
宅
建
設
３
７
５
３

万
円
、
美
麻
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー

建
設
７
７
９
４
万
円
、
27
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
に
係
る
幼
稚
園
・
認

定
こ
ど
も
園
へ
の
運
営
支
援
や
多

子
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
１
億
５
８

７
６
万
円
、
市
道
若
宮
駅
前
線

整
備
事
業
１
億
１
３
３
７
万
円
、

野
平
た
め
池
整
備
事
業
２
７
１

２
万
円
、
山
岳
博
物
館
ラ
イ
チ
ョ

ウ
舎
建
設
４
３
５
３
万
円
、
こ

の
ほ
か
福
祉
や
企
業
誘
致
、
雇

用
・
観
光
・
農
林
業
の
振
興
、
道

路
・
水
路
の
整
備
、
消
防
、
教
育
、

災
害
復
旧
、
ご
み
処
理
施
設
な

ど
の
維
持
管
理
事
業
な
ど
で
す
。

　
公
債
費
は
過
疎
対
策
事
業
債

や
合
併
特
例
事
業
債
な
ど
の
償

還
で
す
。

― 

◇ 

― 

◇ 

― 

◇ 

―

　
市
で
は
決
算
書
の
ほ
か
に
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
主
な

事
業
内
容
を
説
明
し
た
「
主
要

な
施
策
の
成
果
」
説
明
書
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人

は
、
企
画
財
政
課
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

平成27年度

決 算 きらり輝く協働のまちづくり経費174億円
 市民1人当たり　60万6,700円

議　会　費 市議会の運営のための経費
総　務　費 一般事務や財産管理、積立金など

の経費
民　生　費 福祉全般や子育て支援などの経費
衛　生　費 病気予防のための各種健診やごみ

処理などの経費
労　働　費 雇用促進などの経費
農林水産業費 農林業の振興と農道や森林道整備

の経費
商　工　費 企業誘致や観光振興の経費
土　木　費 道路・水路整備や公園整備などの

経費
消　防　費 消防や防災活動の経費
教　育　費 小中学校の整備や学校教育、社会

教育を行うための経費
災害復旧費 災害復旧に要した経費
公　債　費 借入金の返済金

歳出総額
173億9,187万円

民生費
43億5,136万円
25.0％

衛生費
25億3,013万円
14.5％

教育費
14億7,816万円
8.5％

土木費
17億3,290万円
10.0％

消防費
4億8,291万円
2.9％

消防費
5億3,419万円
3.1％ 公債費

17億4,942万円
10.0％

災害復旧費
8,013万円
0.5％

商工費
9億8,499万円
5.6％

農林水産業費  6億174万円  3.5％
労働費  1億2,193万円  0.7％

議会費  1億6,647万円  1.0％

総務費
30億6,045万円
17.6％

山岳博物館にライチョウ舎３棟を建設し、
研究飼育を再開　4,353万円

市道若宮駅前線の全線が開通　仁科台中
学校生徒などが通り初め　１億1,337万円

幼稚園・認定こども園支援、多子世帯支援
など子育て支援　１億5,876万円
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指
標
か
ら
見
る

大
町
市
の
財
政
状
況

健全化判断比率４指標

①実質赤字比率
　福祉、教育、まちづくりなどを行う市
の一般会計等の赤字の程度を指標化した
もの。財政運営の悪化の度合いを示します。

②連結実質赤字比率
　一般会計のほかに水道、下水道、病院
といった公営企業会計を含めた市の全て
の会計での赤字の程度を指標化したもの。
財政運営の悪化の度合いを示します。

③実質公債費比率
　一般会計の公債費（地方債の返済金）に、
公営企業への公債費に対する繰出金など
を加えた額を、市全体での実質的な公債
費として捉えて指標化したもの。公債費に
よる財政運営の圧迫の度合いを示します。

④将来負担比率
　27年度末時点での、市が今後負担する
べき公債費、公営企業などへの公債費に
対する繰出金、退職手当、一部事務組合
への公債費に対する負担金といった債務
等が、将来の財政を圧迫する可能性の度
合いを示します。

資金不足比率
　公営企業会計の事業規模に対する資金
の不足の割合を示します。

■対象会計　水道事業、温泉引湯事業、
　　　　　　病院事業、公共下水道事業、
　　　　　　農業集落排水事業、
　　　　　　公営簡易水道事業、
　　　　　　温泉宿泊施設事業

　27年度決算数値は、前年度に引き続き、全ての指標で早期健全化基準を
下回りました。今後も複数年にわたる継続的な行財政改革を進めていきます。
　今回、病院事業会計で資金不足比率に数値が計上されたものの、実質公
債費比率・将来負担比率は、改善傾向が続いています。これからも市債を活
用する際は事業を厳選し、国からの交付税による措置率が高い有利な市債の
活用を図るなど、公債費の抑制に努めるとともに、公営企業の経営改善を図
っていきます。

赤字額はあり
ませんでした。

「数値なし」

前年度との比較

前年度も数値なし

早期健全化基準　13.19％

赤字額はあり
ませんでした。

「数値なし」

前年度との比較

前年度も数値なし

早期健全化基準　18.19％

7.7％
前年度との比較

改善0.7↑

早期健全化基準　25.0％

49.0％
前年度との比較

改善3.3↑

早期健全化基準　350.0％

病院事業会計
……5.2％
それ以外の
公営企業会計
……数値なし

前年度との比較

全会計で数値なし

経営健全化基準　20.0％

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
19
年
度
決
算
か
ら
、「
健
全
化
判
断
比

率
４
指
標
の
公
表
」「
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率
の
算
出
・
公
表
」
お
よ
び
議
会
へ
の
報
告
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
一
定
の
基
準（
早
期
健
全
化
基
準
）以
上
と
な
る
と
、
国
や
県
の

指
導
の
下
、
市
が
行
う
事
業
の
一
部
が
制
限
さ
れ
、
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
市
議
会
９
月
定
例
会
で
、
い
ず
れ
の
指
標
も
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
指
標
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
の
掲
示
板
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
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平成27年度決算

各年度末の
市債残高

区分
25年度 26年度 27年度

一般会計 １４９億円 １４１億円 １３６億円

特別会計・企業会計を含む全会計 ３３２億円 ３２５億円 ３１４億円

※１
うち市単独で負担する残高 １２６億円 １２３億円 １２０億円

市民１人当たりの額 １１３万円 １１２万円
※２

 １１０万円

市単独で負担する残高に対する
市民１人当たりの額 ４３万円 ４２万円

※２
 ４２万円

※１　市全体の市債残高から地方交付税により国から補てんされる額を除いたもの
※２　27年度末の市民１人当たりの額は、28年３月31日現在の人口（28,666人）を基に算出

財
政
健
全
化
に
向
け
て

■
大
町
市
の
市
債
残
高
の
推
移

　
下
の
表
は
、
市
債
（
市
の
借

金
）
残
高
の
推
移
を
表
し
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
借
金
を
増
や
さ
な
い

た
め
、
公
共
事
業
を
厳
選
し
て

行
う
こ
と
で
、
新
た
に
借
り
入

れ
る
額
を
毎
年
の
返
済
額
と
比

較
し
て
大
幅
に
抑
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
毎
年
順
調
に
残

高
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

― 

◇ 

― 

◇ 

― 

◇ 

―

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
将
来
に
わ

た
り
、
安
心
い
た
だ
け
る
よ
う

な
健
全
財
政
が
実
現
で
き
る
よ

う
に
、
最
大
の
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
財
政
係

℡
市
内
線
５
９
１

　
徐
々
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
月
16
日
、
第
33
回
大
町
ア
ル

プ
ス
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
３

２
２
１
人
も
の
ラ
ン
ナ
ー
が
秋
晴

れ
の
田
園
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら

走
り
抜
け
ま
し
た
。
沿
道
か
ら
は
、

選
手
や
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
タ
レ
ン

ト
の
小
島
よ
し
お
さ
ん
に
盛
ん
な

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
８

０
０
人
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
が
大
会
の
運
営
を
支
え
、
市
婦

人
会
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
の
漬
物

や
大
町
産
の
り
ん
ご
の
お
も
て
な

し
が
こ
と
し
も
大
変
好
評
で
し
た
。

　
15
日
・
16
日
に
は
、
ラ
イ
チ
ョ

ウ
サ
ミ
ッ
ト
第
17
回
ラ
イ
チ
ョ
ウ

会
議
長
野
大
会
が
、
全
国
か
ら
大

勢
の
研
究
者
や
山
岳
・
行
政
関
係

者
等
が
参
加
し
て
文
化
会
館
な
ど

で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
町
市
で
４

回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
ラ

イ
チ
ョ
ウ
絶
滅
が
心
配
さ
れ
る
中
、

国
と
県
も
参
画
し
て
保
全
の
課
題

と
保
護
対
策
が
真
剣
に
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

私
も
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加

し
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
山
岳
博
物
館

の
保
全
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。大
会
の
結
び
に
、ラ
イ
チ
ョ

ウ
と
そ
の
生
息
域
を
守
る
た
め
、

高
山
に
侵
入
し
た
シ
カ
や
キ
ツ

ネ
な
ど
の
対
策
と
地
球
温
暖
化

対
策
に
取
り
組
む「
大
町
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公

園
大
町
・
松
川
地
区
で
は
、
国
際

芸
術
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト「
風
の

大
運
動
会
」が
開
催
さ
れ
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
子
ど
も
た
ち
が
色

塗
り
し
た
プ
ロ
ペ
ラ
が
、
秋
の
風

に
気
持
ち
よ
く
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
恒
例
の
市
文
化
祭
は
、社
・
八
坂
・

美
麻
地
区
で
先
行
し
て
開
催
し
て

お
り
、今
月
３
日
か
ら
は
文
化
会
館

な
ど
で
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
に
開

催
し
ま
す
。
市
民
の
創
作
活
動
の

成
果
を
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ま
に
鑑

賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第86回】
スポーツ、文化芸術の秋

大町市長　牛越徹
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みんなで支える国民健康保険
　国保の財政状況
　平成27年度大町市国民健康保険の決算状況をお知らせします。
歳入は39億3,199万円、歳出は37億8,728万円、差し引き１億4,471万円でした。

■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡ 市 内線４２２・４２３・４２４

27
年
度
の
決
算
状
況

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
・
県

支
出
金
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
、

国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）で
す
。

　
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
全

体
の
約
64
％
を
占
め
ま
し
た
。

◆
国
保
税
の
推
移

　
歳
入
の
内
訳
は
、
国
保
税
が
５

億
７
３
７
５
万
円
で
全
体
の
14
・

６
％
を
占
め
ま
し
た
。
国
保
税
の

収
納
率
は
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、

被
保
険
者
の
人
数
や
１
人
当
た
り

の
所
得
が
減
少
し
た
た
め
、
前
年

か
ら
２
６
０
０
万
円
程
度
減
少
し

ま
し
た
。

◆
繰
入
金
の
状
況

　
27
年
度
は
、
一
般
会
計
か
ら
２

億
２
５
４
０
万
円
を
国
保
会
計
へ

繰
り
入
れ
ま
し
た
が
、
財
政
赤
字

を
補
て
ん
す
る
法
定
外
繰
り
入
れ

（
※
１
）は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
財
政
調
整
基
金（
※
２
）か
ら
は

３
０
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
た
た

め
、
基
金
の
残
高
は
約
１
億
５
２

２
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。【
図
１
】

※
１
　
国
で
定
め
ら
れ
て
い
る
繰

り
入
れ
の
ほ
か
に
、
市
町
村
独
自

で
国
保
財
政
を
支
援
す
る
た
め
に

行
う
繰
り
入
れ

国・県支出金 国保の運営を補助するための
国と県の支出金

前期高齢者交付金 65～74歳の人の医療費交付金

国民健康保険税 国保に加入している人が負担
している国保税

共同事業交付金 県内市町村の共同事業で、高
額な医療費に対しての交付金

療養給付費等交付金 退職者医療制度に該当する医
療費の交付金

繰入金 市の一般会計や国保財政調整
基金からの繰入金

繰越金 前年度からの繰越金

その他 高額療養費貸付金の返還金、
国保税の延滞金など

保険給付費 医療費の保険者負担分

後期高齢者支援金 後期高齢者（75 歳以上）医療
制度への支援金

共同事業拠出金 県内市町村の共同事業で、ルー
ルに基づく拠出金

介護納付金 介護保険制度への負担金

療養給付費等返還金 国庫負担金の返還金（前年度
実績による精算額）

保健事業費 特定健診・保健指導、人間ドッ
ク助成などの経費

総務費 運営に必要な事務経費

その他 高額療養費貸付金など

国・県支出金
10億7,477万円
（27.3％）

前期高齢者交付金
9億8,139万円
（25.0％）

歳入額
39億3,199万円

国民健康保険税
5億7,375万円
（14.6％）

共同事業交付金
7億9,647万円
（20.3％）

療養給付費等交付金
1億5,937万円
（4.1％）

繰入金
2億5,540万円（6.5％） その他　888万円（0.1％）

繰越金　8,196万円（2.1％）

保険給付費
24億1,958万円
（63.9％）

後期高齢者支援金
4億295万円
（10.6％）

共同事業拠出金
7億518万円
（18.6％）

介護納付金
1億5,551万円
（4.1％）

療養給付費等返還金
2,308万円（0.6％）

歳出額
37億8,728万円

その他
2,883万円
（0.8％）

保健事業費 3,597万円（1.0％）
総務費

1,618万円
（0.4％）
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　国民健康保険加入者の40～74歳までの人を対象に、特定健診を実施しています。

特定健診とは
　生活習慣病やその予備群の人を早期に発見し、特定保健指導による改善を行うための健康診査です。

特定保健指導とは
　特定健診の結果で、血圧・脂質・血糖のいずれか１つ以上と腹囲が基準以上になった場合に、保健
師や栄養士が対象者に生活改善方法をアドバイスするものです。

特定健診を受けるメリットは

▽健診結果に合わせた保健指導が受けられます。

▽保健指導で生活習慣の改善ポイントが分かります。

▽毎年の受診で継続した健康管理ができます。

▽病気を予防することで医療費を抑えることができます。

年に一度は特定健診を
　本年度、個別健診は来年３月末まで各実施医療機関で受け
られます。集団健診は、11月13日（日）・14日（月）に中央保
健センターで追加健診を行います。ぜひ受診してください。

■問い合わせ　中央保健センター　℡・有線２３－４４００

※
２
　
国
保
を
運
営
す
る
た
め
の

積
立
金

◆
保
険
給
付
費
の
推
移

　
歳
出
の
中
で
約
64
％
を
占
め
た

保
険
給
付
費
（
皆
さ
ん
が
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
時
な
ど
の
医
療
費

の
う
ち
、
市
が
負
担
す
る
費
用
）

は
、
23
年
度
以
降
急
激
に
増
加
し
、

27
年
度
は
24
億
１
９
５
８
万
円
と
、

対
前
年
比
で
０
・
６
％
（
１
４
２

５
万
円
）
の
減
、
24
年
度
比
で
は

10
・
６
％（
２
億
３
２
４
５
万
円
）

の
増
で
す
。【
図
２
】

　
１
人
当
た
り
の
医
療
費
も
年
々

増
加
し
、27
年
度
は
38
万
６
３
６

円
で
、県
平
均
を
約
３
万
７
８
１
４

円
上
回
り
、県
内
19
市
中
、５
年
連

続
で
最
も
高
い
状
況
で
す
。︻
図
３
︼

現
状
と
課
題

　
医
療
費
は
、
高
齢
化
、
医
療
の

高
度
化
、
高
額
医
薬
品
の
普
及
な

ど
に
よ
っ
て
さ
ら
に
増
加
し
て
い

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
が

増
え
続
け
る
と
、
国
保
財
政
は
危

機
的
な
状
況
を
迎
え
ま
す
。
国
保

を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

の
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

医
療
費
節
約
の
た
め
に

　
病
気
は
進
行
し
て
し
ま
う
と
、

高
額
な
医
療
を
長
期
間
受
け
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
早
期
発
見
や

重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

医
療
費
は
国
保
財
政
だ
け
で
な
く
、

ご
家
庭
の
大
き
な
負
担
と
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
特
定
健
診
や
保
健
指

導
な
ど
を
積
極
的
に
利
用
し
、
ご

自
分
の
体
の
状
態
や
生
活
習
慣
の

改
善
ポ
イ
ン
ト
を
知
り
、
健
康
の

維
持
や
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
※
３
）

を
使
用
す
れ
ば
、
国
保
が
支
払
う

医
療
費
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
が

薬
局
な
ど
で
支
払
う
負
担
金
が
節

約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
か

か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を
検
討
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
３
　
新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特

許
終
了
後
に
製
造
さ
れ
た
同
等
の

効
果
の
あ
る
医
薬
品

40歳以上の人は特定健診が無料です！
　40歳以上の国保加入者の人は約9,700円
の健診を無料で受診できます。
　28年度からは医療機関で行う特定健診に、
プラス500円で心電図検査を追加受診でき
るようになりました。受診日当日、医療機
関にお申し出ください。
　健診の申し込みは、電話または直接、中
央保健センターへ。受付は随時行っています。

0

0.5

1

1.5

2

【図1】 国保財政調整基金の推移
（億円）

1億209万円24年度末
8,044万円

27年度末
1億5,224万円

24年度末
8,044万円

1億8,077万円
27年度末

1億5,224万円

H24 H25 H26 H27 （年度）

0
31
32
33
34
35
36
37
38
39

【図3】 1人当たり医療費の推移（万円）

県平均県平均

大町市

38万636円
大町市と
県平均の差
（27年度）
3万7,814円

県平均

34万2,822円

大町市

38万636円
大町市と
県平均の差
（27年度）
3万7,814円

県平均

34万2,822円大町市

33万2,502円
大町市

33万2,502円

H24 H25 H26 H27 （年度）

0

20

21

22

23

24

25

【図2】 保険給付費の推移
（億円）

平成27年度末
24億1,958万円

24年度末
21億8,713万円

27年度末
24億1,958万円

24年度末
21億8,713万円

H24 H25 H26 H27 （年度）

特定健診を必ず受診しましょう
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11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」、

11
月
９
〜
15
日
は
「
秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
」で
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
暖
房
器
具
な
ど

に
よ
る
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
建
物
火
災
で
亡
く
な
る

人
の
多
く
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る

も
の
で
す
。
特
に
寝
て
い
る
時
間

帯
が
多
く
、
高
齢
者
や
体
の
不
自

由
な
人
は
避
難
に
時
間

が
か
か
る
た
め
注
意
が

必
要
で
す
。

　
火
災
予
防
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
や
、
火
災
の

発
生
や
拡
大
を
防
止
す
る
ポ
イ
ン

ト
を
知
る
こ
と
、
訓
練
へ
の
参
加

な
ど
に
よ
り
、
火
災
か
ら
尊
い
命

と
貴
重
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

▽
火
災
を
早
期
に
発
見
す
る
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

▽
安
全
装
置
付
き
の
暖
房
器
具
を

使
用
す
る

▽
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

住
民
参
加
型
消
防
訓
練
に
参
加
を

　
大
町
消
防
署
・
大
町
市
消
防
団

で
は
、
住
民
参
加
型
の
消
防
訓
練

を
大
町
地
区
で
行
い
ま
す
。

　
訓
練
で
は
、
消
火
、
救
出
、
救

命
、
救
護
、
避
難
方
法
な
ど
を
班

別
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で
体
験

す
る
ほ
か
、
地
震
体
験
車
に
よ
る

地
震
体
験
を
行
い
ま
す
。
申
し
込

み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
13
日（
日
）　
午
前

10
時
～
正
午
　
▽
受
付
は
午
前
９

時
30
分
〜
９
時
50
分

■
会
場
　
市
役
所
東
庁
舎

■
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
、

運
動
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
消
防
防
災
課
消

防
防
災
係
　
℡
市
内
線
５
１
６

宝くじの助成金で整備
消防団のチェーンソー装備
～有事の際の力強い味方～

………………………………………

　大町市消防団では、（公財）長野
県市町村振興協会の「地域活動助成
事業」を活用し、チェーンソー35台
を購入しました。
　大町市は、山間部に位置してお
り、大規模な災害発生時には、倒
木などにより道路が寸断されるこ
とが予想されます。
購入したチェーン
ソーは、出動時に
消防団車両に積載
することで、倒木
の除去や倒壊家屋
からの人命救出な
ど、有事の際に活
動の幅が広がり、より迅速な対応が
できます。

………………………………………

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
全国一斉情報伝達訓練

　消防庁、内閣府では、地震や武力
攻撃などの災害等の発生時に、国か
らの緊急情報を速やかに伝達するた
め、全国一斉の情報伝達訓練を実施
します。
　当日は、防災行政無線屋外スピー
カーなどから試験放送が流れます。
ご理解とご協力をお願いします。

■日時　11月29日（火）　午前11時
ごろ　※災害の発生、気象状況に
よっては、訓練を中止します。

■放送内容　「これは、テストです。
（３回）こちらは、こうほうおおまち
しです」

■問い合わせ　消防防災課消防防
災係　℡ 市 内線５１５

11
月
９
～
15
日　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
統
一

防
火
標
語

「
消
し
ま
し
ょ
う　
そ
の
火
そ
の
時　
そ
の
場
所
で
」

【広告】
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爺
ヶ
岳
移
住
セ
ミ
ナ
ー

　
市
定
住
促
進
協
働
会
議
で
は
、

移
住
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
参
加
を

年
10
回
以
上
行
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
10
日
に
は
爺
ヶ
岳
の
種
池

山
荘
で
移
住
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

関
東
・
関
西
・
中
部
地
方
か
ら
９

組
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
支
援

制
度
の
説
明
や
体
験
談
の
紹
介
、

個
別
相
談
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
参
加
し
た
人
は
、
大
町
の
山

の
あ
る
暮
ら
し
に
興
味
を
持
つ
人

が
多
く
、
交
流
会
で
は
大
町
で
の

具
体
的
な
生
活
の
話
題
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
北
ア
ル
プ
ス
を
生
か

し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
、
子
育
て
中
の

人
に
向
け
た
体
感
ツ
ア
ー
な
ど
積

極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

信
州
大
学
共
同
研
究

第
３
回
住
民
ま
ち
づ
く
り
学
校

　
８
月
21
日｢

大
町
わ
が
ま
ち
再

発
見
！｣

と
題
し
た
ま
ち
歩
き
を
開

催
し
、
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
食
」「
歴
史
」「
水
」「
謎
」の
四
つ
の

テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
住
民
が
案
内

人
と
な
り
ま
ち
の
魅
力
や
資
源
を

紹
介
し
ま
し
た
。
ま
ち
歩
き
後
の

意
見
交
換
で
は
、
参
加
者
か
ら「
住

民
な
ら
で
は
の
案
内
で
、
知
ら
な

い
こ
と
が
発
見
で
き
た
」「
テ
ー
マ

に
よ
っ
て
目
線
が
変
わ
っ
て
お
も

し
ろ
い
」な
ど
の
感
想
が
出
ま
し
た
。

　

―

◇

―

◇

―

◇

―
　

　
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
の
促
進
を
目
指
す
市
と
市
定
住
促
進
協
働
会
議
で
は
、
地
域
を
知
る
こ
と
、
地
域
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
定
住
を
促
進
す
る
上
で
重
要
と
考
え
、本
年
度
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
定
住
促
進
係
　
℡
市
内
線
５
３
１

平
成
28
年
度
定
住
促
進
事
業

平成28年度移住者交流会にご参加ください

爺ヶ岳移住セミナー

子育て体感ツアー

大町わがまち再発見！

　市定住促進協働会議では、大町市に移住した皆さんを中心に移住者交流会を開催します。毎年大勢の
参加があり、意見や情報の交換の場となっています。参加無料です。お気軽にご参加ください。
■日時　11月13日（日）　午後１時～３時30分　■会場　大町公民館分室　２階　講堂
■対象　大町市に移住した人（Ｉターン・Ｕターン）、移住定住に関心のある人
■内容　テーマ別グループ交流　※休憩時間に安曇野かるみあラフターヨガクラブによる「笑いヨガ」講座
■申し込み　11月９日（水）までに、電話または直接、まちづくり交流課定住促進係へ。
■その他　託児あります。事前に、お申し込みください。
■問い合わせ　まちづくり交流課定住促進係　℡市内線５３１

交流会前のフリー交流会
　交流会前に、移住経験のある美麻の「青空屋台」
のカレーを食べながら交流しませんか。交流会と
共にお申し込みください。
■時間　午前11時20分　
■費用　中学生以上500円、小学生300円（昼食代）
※未就園児は無料

〝
住
ん
で
良
か
っ
た
ま
ち
〟を
目
指
し
て
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
や
住
民
税
の
確
定
申
告
で
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１

月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
に
納

付
さ
れ
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
申
告
時
に
納
付
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

添
付
書
類
と
な
る
「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」
は
、
11
月
上
旬
ま
た
は

来
年
２
月
上
旬
に
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
者
に

送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
は
、
必
ず
添

付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
上
旬
の
送
付
分

　
平
成
28
年
１
月
１
日
～
９
月

30
日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
人
と
、
年
内
に
納

付
が
見
込
ま
れ
る
人

２
月
上
旬
の
送
付
分

　
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
、
平
成
28

年
10
月
１
日
～
12
月
31
日
の
間

温
水
運
動
療
法
教
室

　
水
中
運
動
は
、
膝
な
ど
へ
の
負

担
が
少
な
く
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス

感
覚
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日

▽
火
曜
日
コ
ー
ス
　
12
月
６
日
～

29
年
２
月
28
日
　
毎
週
火
曜
日
　

全
12
回

▽
金
曜
日
コ
ー
ス
　
12
月
２
日
～

29
年
２
月
24
日
　
毎
週
金
曜
日
　

全
12
回

※
12
月
29
日
〜
29
年
１
月
３
日
は

休
み
で
す
。

■
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時

■
会
場
　
大
町
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

■
対
象
・
定
員
　
市
内
に
お
住
ま

い
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

（
要
支
援
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
）

各
コ
ー
ス
先
着
10
人

■
費
用
　
６
０
０
円
／
回
（
施
設

利
用
料
、
保
険
料
ほ
か
）

■
持
ち
物
　
水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

に
、
こ
と
し
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
人

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
は
、
口
座
振
替
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
当
月
分
保

険
料
を
月
末
に
振
替
納
付
す

る
と
、
月
々
50
円
割
引
す
る
早

割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り

割
引
額
が
多
い
６
カ
月
前
納
、

１
年
前
納
、
２
年
前
納
も
あ

り
大
変
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人

は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手

帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出

印
を
お
持
ち
の
上
、
希
望
さ
れ

る
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事

務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

松
本
年
金
事
務
所

℡
０
２
６
３
・
３
２
・
５
８
２
１

■
申
し
込
み
　
11
月
22
日（
火
）ま

で
に
電
話
で
、
福
祉
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
そ
の
他
　
送
迎
を
希
望
す
る
人

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
会

　
市
で
は
、
在
宅
で
介
護
を
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
心
と
体
の
健
康
づ

く
り
を
目
的
に「
介
護
者
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
会
」を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は「
陶
芸
の
家
」の
会
員
に
よ
る
指

導
で
陶
芸
を
制
作
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
６
日（
火
）　
午
前

10
時
～
正
午

■
会
場
　
陶
芸
の
家
（
中
央
保
健

セ
ン
タ
ー
南
隣
）

■
費
用
　
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

■
申
し
込
み
　
11
月
21
日（
月
）ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
福
祉

課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
北

部
・
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
４
１
７

▽
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
８
５
・
０
０
６
２

▽
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
１
・
１
７
０
２

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
～

【広告】
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保
育
園
と
は
？

　
保
育
園
は
、
保
護
者
が
仕
事
や

疾
病
、
出
産
、
障
が
い
、
介
護
な

ど
に
よ
り
、
家
庭
で
お
子
さ
ん
を

保
育
で
き
な
い
場
合
に
、
保
護
者

に
代
わ
り
保
育
す
る
児
童
福
祉
施

設
で
す
。
同
居
す
る
64
歳
以
下
の

家
族
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
申
込
用
紙
配
布
時
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

保
育
時
間
は
？

　
１
日
の
保
育
時
間
が
、
11
時
間

の「
保
育
標
準
時
間
」と
、
８
時
間

の「
保
育
短
時
間
」が
あ
り
ま
す
。

育
児
休
暇
中
の
皆
さ
ん
へ

　
29
年
度
の
中
途
に
育
児
休
暇
が

終
了
し
、
職
場
へ
復
帰
す
る
た
め

に
家
庭
で
保
育
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
人
も
、
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
の
配
布
と

受
付
の
日
程

　
申
込
用
紙
の
配
布
と
入
園
受
付

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

各
保
育
園
と
も
、
時
間
は
午
後
３

時
～
４
時
ま
で
で
す
。

か
え
で
保
育
園

■
用
紙
配
布
　
11
月
７
日（
月
）

■
受
付
　
　
　
11
月
21
日（
月
）

は
な
の
き
保
育
園

■
用
紙
配
布
　
11
月
８
日（
火
）

■
受
付
　
　
　
11
月
22
日（
火
）

あ
す
な
ろ
保
育
園

■
用
紙
配
布
　
11
月
９
日（
水
）

■
受
付
　
　
　
11
月
25
日（
金
）

し
ら
か
ば
保
育
園

■
用
紙
配
布
　
11
月
11
日（
金
）

■
受
付
　
　
　
11
月
28
日（
月
）

ど
ん
ぐ
り
保
育
園

■
用
紙
配
布
　
11
月
14
日（
月
）

■
受
付
　
　
　
11
月
29
日（
火
）

た
け
の
こ
保
育
園

■
用
紙
配
布
　
11
月
15
日（
火
）

■
受
付
　
　
　
11
月
24
日（
木
）

み
あ
さ
保
育
園

■
用
紙
配
布
　
11
月
16
日（
水
）

■
受
付
　
　
　
11
月
30
日（
水
）

く
る
み
保
育
園

■
用
紙
配
布
　
11
月
17
日（
木
）

■
受
付
　
　
　
12
月
１
日（
木
）

申
し
込
み
受
付
後
の
日
程

▽
２
月
上
旬
　
各
保
育
園
で
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す
。
３
歳
以
上

の
お
子
さ
ん
は
簡
単
な
面
接
を
行

い
ま
す
。
園
児
服
、
エ
プ
ロ
ン
な

ど
の
注
文
を
取
り
ま
す
。

▽
２
月
下
旬
　
各
保
育
園
で
入
園

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
保
育
料
、

園
で
の
生
活
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

園
児
服
、
エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
注
文

品
を
販
売
し
ま
す
。

※
健
康
診
断
お
よ
び
入
園
説
明
会

の
案
内
を
、
入
園
の
申
し
込
み
を

し
た
保
護
者
に
後
日
送
付
し
ま
す
。

保育園の入園申し込み
平成29年度

用紙の配布と受付は各保育園で行います

認
定
こ
ど
も
園・幼
稚
園
も

新
入
園
児
募
集
中

　
民
間
で
運
営
し
て
い
る
市
内

の
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
も
、

現
在
新
入
園
児
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
募
集
要
項
な
ど
は
各
園

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認
定
こ
ど
も
園　

　
保
育
園
と
幼
稚
園
の
機
能

や
特
徴
を
併
せ
持
ち
、地
域
の

子
育
て
支
援
も
行
う
施
設
で
す
。

保
護
者
の
就
労
に
関
係
な
く
利

用
で
き
、仕
事
の
状
況
が
変
化
し

て
も
継
続
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

■
大
町
幼
稚
園

℡
２
２
・
０
６
０
４

■
こ
ま
く
さ
幼
稚
園

℡
２
２
・
１
１
３
４

幼
稚
園

　
小
学
校
以
降
の
教
育
の
基
礎

を
つ
く
る
幼
児
期
の
教
育
を
行

う
施
設
で
す
。

■
り
ん
ど
う
幼
稚
園

℡
２
３
・
２
６
１
１

　29年度の保育園新規入園申し込みの受
付を開始します。入園を希望する人は、各
保育園へお越しください。
■問い合わせ
　子育て支援課児童係　℡ 市 内線６８３
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信州まつもと空港から
　　　　冬の旅に出掛けよう！

平成28年度信州まつもと空港冬期利用促進助成金
　大町市が加盟する「信州まつもと空
港地元利用促進協議会」では、冬期の
さらなる空港利用促進を図るため、期
間内に２人以上のグループなどで信
州まつもと空港を往復利用した人に、
助成金を交付します。信州まつもと
空港を利用して、冬の札幌・福岡の
旅をお楽しみください。
■問い合わせ　信州まつもと空港地
元利用促進協議会事務局(観光課庶務
管理係内)　℡市内線５６２

■対象期間　11月１日（火）～29年２月28日（火）
■対象人数　先着900人
■助成金額　２人以上のグループで利用の場合、１人当た
り往復5,000円
■助成要件　次の要件を全て満たすこと

▽信州まつもと空港発着便を往復で利用すること

▽対象期間の搭乗であること

▽個人券であること(団体券は対象外)

▽協議会加盟市町村にお住まいか、通勤または通学する人

▽前項に該当する２人以上(ただし、有償旅客者に限る)

■申請期限　29年３月９日(木)
■申請方法　利用後、協議会事務局に
ある申請書に必要事項を記入の上、人
数分の搭乗券の半券を貼付して、直接、
協議会事務局へ。印鑑をお持ちくださ
い。
■注意事項　旅行のキャンセルや欠航
などの場合は助成の対象になりませ
ん。片道が欠航した場合は2,500円を
助成します（欠航証明書が必要）。

　皆さんに投票していただいた「ゆるキャラ®グランプリ2016」も残すは、11月５日・６日に愛媛県松山市で
行われる決戦投票と最終結果発表のみとなりました。多くの皆さんに応援していただいた感謝の気持ちを込め
て「おおまぴょんファン感謝デー」を開催します。11月６日に発表される最終結果が、昨年を超える全国99位以
内に入ることができたら祝勝会も併せて行います！　ぜひおおまぴょんと一緒に楽しい時間を過ごしましょう。
　詳しくは最終結果発表後、市ホームページやおおまぴょんFacebookなどでご案内します。

おおまぴょんへの応援
ありがとうございました

感謝を込めて「おおまぴょんファン感謝デー」開催！　11月26日土

■日時
11月26日（土）
午前９時30分～午後１時
■会場　総合体育館　大アリーナ
■対象　どなたでも参加できます。
■内容

▽アトラクション
おおまぴょん玉投げゲームほか

▽特別企画！
おおまぴょんからのプレゼント
来場された人に先着でおおまぴょん
から特別なプレゼント

▽豚汁振る舞い
■問い合わせ　商工労政課ブランド
振興担当　℡市内線５４３
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市
、
市
農
業
技
術
者
連
絡
協
議

会
、Ｊ
Ａ
大
北
で
は
、
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
薬
、
農
薬
空
き

容
器（
空
ポ
リ
、
ガ
ラ
ス
瓶
、
空
き

缶
）を
回
収
し
ま
す
。
荷
造
り
の
方

法
や
運
搬
上
の
注
意
を
守
り
、
指

定
場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
農
薬
、
農
薬
空
き
容
器
の
回
収

は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。Ｊ
Ａ
大
北
各
営
農
セ
ン
タ
ー
・

各
支
所
営
農
窓
口
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
24
日（
木
）　
午
前

９
時
～
11
時

■
回
収
場
所

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

▽
Ｊ
Ａ
大
北
美
麻
支
所

▽
Ｊ
Ａ
大
北
三
原
野
菜
集
出
荷
場

■
委
託
処
理
料
金

（
１
㎏
当
た
り
、運
賃
・
税
込
み
）

▽
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50
円

▽
一
般
農
薬
…
…
…
…
３
９
０
円

▽
特
殊
農
薬

…
…
…
…
７
５
０
０
円
～
１
万
円

▽
農
薬
空
き
容
器
…
…
１
５
０
円

▽
特
殊
空
き
容
器
…
…
５
０
０
円

■
持
ち
物
　
委
託
処
理
料
金
、
印

鑑（
個
人
と
処
理
業
者
間
で
委
任

状
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
）

■
荷
造
り
す
る
と
き
の
注
意

▽
で
き
る
だ
け
天
気
の
良
い
日
に

乾
燥
状
態
で
荷
造
り
す
る
。

▽
農
ビ
、
農
ポ
リ
、
肥
料
袋
に
分

け
て
荷
造
り
す
る
。
特
に
肥
料
袋

は
他
の
物
と
混
同
し
な
い
。

▽
結
束
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を
使

用
し
十
字
に
束
ね
る
（
荒
縄
、
針

金
な
ど
は
使
用
し
な
い
）。

■
運
搬
す
る
と
き
の
注
意

　
回
収
場
所
へ
の
運
搬
時
に
は
、

車
両
に
表
示
・
書
面
の
備
え
付
け

（
携
帯
）が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ほ
場
か
ら
収
納
場
所
に
運
搬

す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
５
３
６
４

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
１
７
７
５

▽
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
薬
、

農
薬
空
き
容
器
の
回
収

　曖昧な返事はトラブルのもとです。必要がなければはっきりと断りま
しょう！　断りきれない場合やトラブル、お困り事がありましたら市消
費生活センターにご相談ください。
■問い合わせ　大町市消費生活センター　℡２６－３２２５

電話の光回線サービスの乗り換え

　大手電話会社を名乗り「今よりも料金が安くなる」「工事不要」などと電話があり、料金が安
くなるならと言われるまま手続きを進めた。しかし、大手電話会社とは別会社で、料金も安くな
らなかった。

▽契約先の会社名、サービス名などの契約内容を必ず確認しましょう。

▽サービスの内容が分からない場合は、その場ですぐ契約せずに、分かるまで説明を聞いたり、
家族に相談したりして十分に検討しましょう。

大手企業・公的機関の名前をかたる

　大手企業の関連会社を装い「当市に施設を作るので、株を買わないか。買わなければ権利を譲っ
てほしい」という電話や、公的機関のように名乗り「あなたの個人情報が漏れているので、削除
してあげる」という電話があり、手続きを進めたところお金を請求された。

▽企業が社債などの勧誘を個人向けに行うことはほとんどありません。大手企業の名前が出ても
信用してはいけません。

▽公的機関が「個人情報を削除する」などの電話をすることは絶対にありません。

　　　　　　　　悪質な電話の被害に遭わないために

▽不審な電話はすぐ切り、来訪の申し出があっても断りましょう。

▽電話勧誘販売での再勧誘は禁止されています。また、断る理由を言う必要もありません。

手
口

手
口

ポイント

対
策

対
策

こんな電話に気を付けて！
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年末調整説明会
　給与所得者に関わる所得税の年末調
整の説明会を開催します。

■日時　11月22日（火）
午後１時30分～３時30分

■会場　サン・アルプス大町　２階
大会議室

■持ち物　「年末調整のしかた」「給与所
得の源泉徴収等の法定調書の
作成と提出の手引」

■問い合わせ　大町税務署　℡２２－０４１０（自動応答音声による案内で「２」を選択）

国税庁ホームページの確定申告書等作成
コーナーで申告書が作成できます。

青色決算説明会
　個人事業主の申告決算書の作成方法や注
意点の説明会を開催します。

事業所得がある人
■日時　12月２日（金）　午前10時～正午
■会場　大町商工会館

農業所得がある人
■日時　12月６日（火）　午前10時～正午
■会場　ＪＡ大北アプロード　２階　オーロ

ラホール

　長野県と県内全市町村では、平成30年度からすべての事業主（給与支払者）を対象に、従業員の個人住
民税を特別徴収（給与天引き）にしていただく取り組みを行っています。事業主の皆さんのご協力をお願
いします。

■問い合わせ　税務課税務係　℡ 市 内線４４８

個人住民税の特別徴収とは？
　所得税の源泉徴収と同じように、事業主が毎月従業員に支払う給与から個人住民税を差し引き、従業
員に代わって市町村に納入する制度で、法律で義務付けられています。

個人住民税の特別徴収をする事業主は？
　平成30年度から、県内一斉に原則として所得税の源泉徴収をしているすべての事業主を個人住民税の
特別徴収義務者に指定します。

どんな人が個人住民税を特別徴収されるの？　特別徴収でなくても良い場合は？

▽前年中に給与の支払いを受け、４月１日時点で給与の支払いを受けている人は、パートやアルバイト
の人などを含め、すべての人が特別徴収の対象となります。

▽ただし、次の理由に該当する場合は、当面、例外として特別徴収を行わないことができます。
　○総従業員数が２人以下の事業所
　○他の事業所で特別徴収されている人や、年間給与93万円以下で税額を引けない人
　○給与の支払いが毎月ではなく不定期　※詳しくは税務係へお問い合わせください。

平成30年度からすべての事業主が
従業員の住民税を天引きに

税務署からのお知らせ　　　　　各種説明会にご参加ください。
申し込み不要、参加無料です。

確定申告 検索
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大町市の企業紹介�
ー地域を支える地方企業ー

　
当
社
は
、
気
持
ち
良
く
仕
事
を

す
る
た
め
の
温
か
な
社
風
が
自
慢

で
す
。
こ
れ
は
高
齢
化
社
会
に
入

り
、
年
齢
に
関
係
な
く
安
心
し
て

職
場
で
活
躍
す
る
こ
と
が
、
家
族

を
守
り
、
会
社
を
発
展
さ
せ
、
ひ

い
て
は
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
集
合
写

真（
不
在
の
数
人
が
写
っ
て
お
り
ま

せ
ん
）を
ご
覧
い
た
だ
く
と
会
社
の

雰
囲
気
が
伝
わ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
山
光
測
舎
の「
山
光
」は
、
美
し

い
自
然
に
囲
ま
れ
た
大
町
に
ふ
さ

わ
し
い
名
前
を
、「
測
舎
」は
、
測

量
の
学ま
な

舎び
や

と
し
て
若
人
を
養
成

し
、
地
域
の
社
会
基

盤
整
備
に
有
用
な
人

材
を
輩
出
す
る
企
業

に
し
た
い
と
い
う
意

図
か
ら
命
名
し
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

設
立
時
の
先
輩
方
の

思
い
に
応
え
る
よ
う

に
、
現
在
で
は
大
北

各
地
で
当
社
の
卒
業

生
が
測
量
・
設
計
の

分
野
で
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。

　
当
社
は
昭
和
51
年
に
設
立
以

来
、
主
に
土
木
施
設
と
用
地
に
関

係
す
る
測
量
・
調
査
・
設
計
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
近
年
で
は

自
然
環
境
の
保
全
に
向
け
た
森
林

や
治
山
・
治
水
に
関
わ
る
仕
事
も

増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
誠
実
で
確
か
な

対
応
に
よ
り
皆
さ
ま
か
ら
の
信
頼

を
継
続
す
る
と
共
に
、
新
し
い
技

術
を
用
い
て
従
来
以
上
に
価
値
の

高
い
成
果
を
収
め
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　「広報おおまち」では、市内の企業を紹介しています。内容は企業から提出い
ただいた原稿を基に掲載しています。掲載を希望する企業は、産業立地戦略室

（℡ 市 内線541）までご連絡ください。

株
式
会
社
　
山
光
測
舎

― 

温
か
な
社
風
が
自
慢
で
す 

―

■問い合わせ　情報交通課交通政策係　℡８５－００７０

■所 在 地：大町市社６２６８－1（神栄町）
℡２２−９８５１

■代 表 者：代表取締役　白澤一清
■事 業 内 容：測量、用地調査、土木設計、

建設コンサルタント

高校生にも便利な市民バス
　市民バス「ふれあい号」は現在、10路線で運行
しています。通院や買い物のほか、大町岳陽高校
の通学にも利用いただけるよう、４月に時刻表や
料金を見直しました。ぜひご利用ください。
■料金

▽１乗車　大人200円、高校生以下100円

▽回数券（12枚つづり）　大人2,000円　高校生以
下1,000円
■時刻表　通学に便利な一例をご紹介します。

▽平（源汲方面）コース
　源汲 ７：39 ➡ 市役所 ８：09

▽平（高瀬入方面）コース
　大出 ７：38 ➡ 市役所 ８：17

▽常盤（清水・西山方面）コース
　清水公民館 ７：35 ➡ 市役所 ８：06

▽社・常盤コース
　宮本 ７：34 ➡ 市役所 ８：07
■その他　詳しくは、市民バス「ふれあい号」時刻
表または市ホームページをご覧ください。

長野駅前駐車場定期券を
ご利用ください
　出張やレジャーな
どで長野駅を利用す
る際に便利な、長野
駅前「長電長野パーキ
ング」駐車場の定期券
を貸し出しています。
■利用方法

1 交通政策係へ電話で予約
（１週間前から受付します）

2 定期券を総合情報センターで借りる
（最長96時間）

3「長電長野パーキング」を定期券で利用

4 総合情報センターに定期券を返却し料
金を支払う

■料金　貸し出し時間で24時間単位500円
■その他　詳しくは、市ホームページをご覧
ください。

東急東急

長電長野
パーキング

JR
長
野
駅

長
野
大
通
り



17 広報おおまち　2016.11

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
ツ
イ
ン

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン「
光
の
森
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」が
始
ま
り
ま
す
。

こ
と
し
も
堀
金
・
穂
高
地
区
と
の
２
地
区
同
時
開
催
！
　「
冬
に

咲
く
光
の
花
畑
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
光
の
世
界
へ
い
ざ
な
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
竹
巻
き

パ
ン
や
お
し
る
こ
作
り
な
ど
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

　
11
月
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

ツ
イ
ン
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

光
の
森
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

　
冬
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
こ

と
し
も
大
町
・
松
川
地
区
と
堀
金
・

穂
高
地
区
の
２
地
区
同
時
開
催
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
冬
に
咲
く
光
の

花
畑
」
で
す
。
大
町
・
松
川
地
区

は「
秋
・
冬
」、
堀
金
・
穂
高
地
区

は「
春
・
夏
」を
テ
ー
マ
に
、
光
と

音
の
演
出
で
安
曇
野
と
北
ア
ル
プ

ス
の
四
季
を
表
現
し
ま
す
。

■
開
催
期
間
　
11
月
19
日（
土
）～

29
年
１
月
９
日（
月
）

■
点
灯
時
間
　
午
後
４
時
～
９
時

変
化
し
ま
す
。

■
場
所
　
入
口
広
場

大
き
な
ハ
ー
ト
が
目
印

「
愛
の
広
場
」

　
大
き
な
ハ
ー
ト
が
人
気
の
「
恋

人
の
聖
地
　
信
濃
大
町
」
の
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
結
の
鐘
を
鳴

ら
せ
ば
幸
せ
が
訪
れ
る
か
も
？

■
場
所
　
レ
ス
ト
ラ
ン
前
広
場

ピ
ア
ノ
で
音
楽
を
奏
で
る

「
ド
レ
ミ
の
木
」

　
芸
術
の
秋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
体

験
型
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
設
置

し
て
あ
る
ピ
ア
ノ
を
弾
く
と
、
音

に
合
わ
せ
て
点
灯
パ
タ
ー
ン
が
変

化
し
ま
す
。

■
場
所
　
三
本
立
ち
の
コ
ナ
ラ

音
楽
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
雪
の
華

「
光
の
並
木
道
」

　「
秋
」と「
冬
」の
ス
ポ
ッ
ト
を
結

ぶ
光
の
並
木
道
。
電
球
色
の
温
か

な
光
が
、
森
の
奥
へ
と
続
く
よ
う

に
冬
の
夜
を
彩
り
ま
す
。

■
場
所
　
空
中
回
廊
ま
で
の
園
路

音
楽
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
雪
の
華

「
冬
の
花
畑
」

　
空
中
回
廊
か
ら
見
下
ろ
す
と
、

雪
の
結
晶
が
咲
く
よ
う
な
光
と
音

楽
の
演
出
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
場
所
　
空
中
回
廊
の
下

公
園
初
！

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
」

　
各
地
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が

初
登
場
。
安
曇
野
と
北
ア
ル
プ
ス

の
四
季
を
表
現
し
た
演
出
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
場
所
　
森
の
体
験
舎
大
屋
根

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

事
前
の
電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/ 

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
光
の
花
畑

「
秋
の
花
畑
」

　
紅
葉
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
コ

ス
モ
ス
の
花
畑
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。

中
央
に
位
置
す
る
花
の
オ
ブ
ジ
ェ

は
、
手
で
花
を
開
く
動
き
を
す
る

と
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー
で
色
が

愛の広場

秋の花畑

光の並木道 ドレミの木

冬の花畑
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
市
民
と
協
働
し
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
取
り
組
む
市
と
市
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
、
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体
き
ら
り
会
は
９

月
24
日
、
大
町
公
民
館
分
室
で
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
約
50
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
県
副
知
事
の
中
島
恵
理
さ
ん
が
「
女
性
が
輝

く
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。
自
身
の
家
庭
を
例
に
挙
げ
、
夫
が
専

業
主
夫
を
し
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
副
知
事

と
し
て
勤
務
で
き
て
い
る
と
男
性
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
や
、
県
が
行
っ
て
い
る
女
性

の
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
説
明
。「
男
女

共
同
参
画
が
進
ん
で
い
る
都
道
府
県
は
県
民
所

得
が
高
く
、
若
い
女
性
が
住
み
続
け
る
傾
向
が

あ
る
。
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
も
重
要
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
講
演
後
に
は
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

懇
談
し
「
副
知
事
が

家
庭
で
も
共
同
参
画

を
実
践
し
て
い
る
話

が
聞
け
て
良
か
っ

た
」「
農
業
や
自
営
業

の
人
は
理
解
が
あ
れ

ば
、
女
性
の
社
会
参

加
が
し
や
す
い
の
で

は
」
な
ど
の
意
見
が

出
て
い
ま
し
た
。

　
中
心
市
街
地
を
活
性
化
し
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
第

２
回
信
濃
大
町
ま
つ
り（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
９

月
25
日
に
開
催
さ
れ
、
市
民
な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
市
街
地
中
央
通
り
で
は
、

自
衛
隊
音
楽
隊
と
松
商
学
園
高
校
ト
ワ
リ
ン
グ
バ
ト

ン
部
が
パ
レ
ー
ド
す
る
と
、
沿
道
に
集
ま
っ
た
観
客

は
力
強
い
演
奏
と
華
麗
な
バ
ト
ン
さ
ば
き
の
共
演
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
人
気
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

お
笑
い
芸
人
の
シ
ョ
ー
、
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
の
ラ
イ

ブ
の
ほ
か
、
地
元
の
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
パ
フ
ォ
ー

　
市
と
市
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
所
属
ス
リ
ー

ア
ー
ル
の
会
（
興こ
う

国こ
く

和

美
会
長
）は
10
月
２
日
、

環
境
プ
ラ
ン
ト
で
初
開

催
と
な
る
不
用
食
器
の

回
収
と
リ
ユ
ー
ス
市
を

行
い
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
に
松
本
市

消
費
者
の
会
波
田
地
区

が
始
め
た
こ
の
取
り
組

み
は
、
埋
め
立
て
処
分

マ
ン
ス
や
太
鼓
の
演
奏

で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸

術
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
風
の
大
運
動
会
２
０

１
６
秋
」に
向
け
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ブ
ー
ス
で

は
、
家
族
連
れ
な
ど
が

風
の
リ
レ
ー
で
飾
る
プ

ロ
ペ
ラ
に
思
い
思
い
の

色
を
塗
っ
て
い
ま
し
た
。

　
帰
省
中
の
横
井
美
紀

さ
ん
、
天そ
ら

さ
ん
（
小
学
１
年
）
親
子
は
「
イ
ベ
ン
ト
で
大
町
が

元
気
に
な
っ
て
い
い
で
す
ね
」と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

す
る
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
活
用
を
行

政
と
市
民
、
業
者
が
協
働
す
る
関
係
を
構
築

し
県
内
に
拡
大
。
食
器
を
通
じ
た
新
た
な
地

域
交
流
が
生
ま
れ
、
信
州
の
地
域
づ
く
り
と

し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
大
勢
の
市
民
が
食
器
を
会
場
に

持
ち
込
み
、
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
職

員
が
食
器
を
分
別
し
な
が
ら
回
収
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
状
態
の
良
い
食
器
を
無
料
配
布

す
る
リ
ユ
ー
ス
市
も
開
催
し
、
お
目
当
て
の

食
器
を
熱
心
に
選
ん
で
い
ま
し
た
。

　
興
国
会
長
は
「
今
後
も
定
期
的
な
取
り
組

み
を
し
て
定
着
さ
せ
た
い
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
も
行
い
、
市
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意
識

を
高
め
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
に
向
け
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催　
中
島
副
知
事
が
講
演

「
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」へ　
信
濃
大
町
ま
つ
り

市
民
と
行
政
が
協
働
し
資
源
の
有
効
活
用
へ

不
用
食
器
リ
サ
イ
ク
ル
を
初
開
催
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ときめきマイ・シティー

　
こ
と
し
の
県
内
の
交
通
事
故
死
者
数
が
10
月
５
日
現
在
、

95
人
と
昨
年
よ
り
47
人
多
く
、
過
去
10
年
間
で
も
最
悪
の

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
は
「
交
通
死
亡
事

故
多
発
非
常
事
態
宣
言
」を
10
月
７
日
に
発
令
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
市
は
10
月
11
日
、
街
頭
で
交
通
安
全
を
啓

発
す
る
活
動
を
行
い
、
市
交
通
指
導
員
や
大
町
地
区
交
通

安
全
協
会
役
員
、
大
町
警
察
署
な
ど
約
60
人
が
旭
町
交
差

点
で「
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
」「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
」な
ど

と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
旗
を
手
に
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
に

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
事
故
が
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
多
い
こ
と
か
ら
、
歩
行
者

は
明
る
い
服
装
で
夜
光
反
射
材
を
活
用
す
る
こ
と
や
、
ド

ラ
イ
バ
ー
は
通
常
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
上
向
き
に
し
て
対

向
車
が
来
た
と
き
の
み
下
向
き
す
る
こ
と
な
ど
を
チ
ラ
シ

な
ど
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

　
大
町
警
察
署
交
通
課
の
笠
井
康
彦
課
長
は
「
１
人
で
も

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
状
況
を
知
っ
て
も
ら
い
、
い
つ

自
分
の
身
に
降
り
掛
か
っ
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
常
盤
・
泉
地
区
を
中

心
と
し
た
臭
気
問
題

で
、
市
議
会
・
市
・
泉

区
公
害
対
策
委
員
会
の

代
表
者
が
10
月
７
日
に

県
庁
を
訪
れ
、
産
業
廃

棄
物
処
理
業
者
の
許
可

権
者
で
あ
る
県
へ
意
見

書
・
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
二
条
孝
夫
議
長
、
吉

澤
義
雄
副
市
長
、
西
沢

俊
夫
泉
区
公
害
対
策
委
員
長（
泉
区
長
）は
、
意
見

書
・
要
望
書
を
県
環
境
部
の
関
昇
一
郎
部
長
に
提

出
。
県
の
監
視
体
制
の
強
化
や
施
設
管
理
の
指
導

の
徹
底
、
業
者
が
地
元
と
情
報
・
意
見
交
換
す
る

こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
こ
の
問
題
で
市
は
、
臭
気
の
測
定
回
数
を
大
幅

に
増
や
す
な
ど
監
視
を
強
化
。
８
月
下
旬
～
９
月

下
旬
の
臭
気
測
定
結
果
が
、
市
が
悪
臭
防
止
法
に

基
づ
き
定
め
た
基
準
値
15
を
超
え
る
値
が
複
数
回

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
10
月
19
日
、
㈱
湯
浅
産
業
に

対
し
て
改
善
勧
告
を
、
ま
た
県
も
指
示
書
を
交
付

し
、
是
正
を
求
め
ま
し
た
。

　
臭
気
は
食
品
廃
棄
物
な
ど
を
堆
肥
化
す
る
処
理

な
ど
に
伴
い
発
生
し
て
い
る
も
の
で
、改
善
計
画
を

11
月
２
日
ま
で
に
市
と
県
に
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

　
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
保
護
や

山
岳
環
境
保
全
を
考
え
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
サ
ミ
ッ
ト
第
17

回
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
長
野
大
会
が
、
10
月
15
日
・
16
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
全
国
各
地
の
生
息
地
で
開
か
れ
る
大
会
は
、

大
町
市
で
は
９
年
ぶ
り
４
回
目
の
開
催
。
全
国
か
ら
研

究
者
や
関
係
者
が
集
ま
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
専
門
家

会
議
、山
岳
博
物
館
の
現
地
見
学
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
15
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
市
民
な
ど
約
４
０
０

人
が
参
加
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
産
学
官

民
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
意
見
交
換
の
ほ
か
、
リ
レ
ー

ト
ー
ク
で
は
東
邦
大
学
理
学
部
訪
問
研
究
員
の
小
林
篤

さ
ん
が
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
現
状
と
課
題
を
講

義
し
「
今
、
保
護
活

動
を
始
め
な
い
と
間

に
合
わ
な
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
ラ
イ

チ
ョ
ウ
保
護
行
政
連

携
会
議
も
開
催
し
、

長
野
県
や
富
山
県
な

ど
６
県
の
ほ
か
、
長

野
県
内
の
市
町
村
の

担
当
者
が
、
連
携
し

て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

県
が
非
常
事
態
宣
言
発
令

夜
間
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け

市
議
会
・
市
・
地
元
泉
区
公
害
対
策
委
員
会
が

臭
気
の
解
決
を
県
に
要
望

連
携
し
て
保
護
や
山
岳
環
境
の
保
全
を

ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
長
野
大
会
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俳
句

　
自
作
の
俳
句
を
持
ち
寄
り
、
講

師
の
指
導
で
句
会
を
楽
し
み
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時
　
11
月
16
日（
水
）

午
後
２
時
～
５
時

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
自
作
の
俳
句
を
５
句

※
用
意
で
き
な
け
れ
ば
何
句
で
も

結
構
で
す
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
せ
せ
ら
ぎ
会

俳
句

　
自
作
の
俳
句
を
持
ち
寄
り
、
講

師
の
指
導
で
句
会
を
楽
し
み
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
16
日（
水
）

午
後
６
時
～
８
時

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
自
作
の
俳
句
を
５
句

※
用
意
で
き
な
け
れ
ば
何
句
で
も

結
構
で
す
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
や
ま
な
み
会

俳
句

　
自
作
の
俳
句
を
持
ち
寄
り
、
講

師
の
指
導
で
句
会
を
楽
し
み
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時
　
12
月
６
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
自
作
の
俳
句
を
２
～

５
句

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
俳
句
ク
ラ
ブ

短
歌

　
会
員
の
短
歌
朗
読
と
説
明
を
行

い
ま
す
。
自
作
の
短
歌
が
あ
れ
ば

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
12
月
13
日（
火
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時（
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
も
可
）

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
自
作
の
短
歌
、
昼
食

（
午
前
と
午
後
に
参
加
す
る
人
）

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
大
町
短
歌
会

書
道

　
実
用
書
道
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

美
し
い
楷
書
の
筆
使
い
を
練
習
し

ま
す
。

■
日
時
　
11
月
17
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
書
道
用
具
を
お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
書
草
会

水
墨
画

　
墨
の
濃
淡
を
生
か
し
、
講
師
の

お
手
本
に
沿
っ
て「
竹
」の
描
き
方

を
基
礎
か
ら
学
習
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
15
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
費
用
　
２
０
０
円（
材
料
費
）

■
持
ち
物
　
す
ず
り
、
筆
を
洗
う

瓶
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
秋
翆
会

革
細
工

　
革
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
付
き
靴
べ

ら
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
17
日（
木
）

午
後
７
時
～
９
時

■
定
員
　
10
人

■
費
用
　
５
０
０
円（
材
料
費
）

■
申
し
込
み
　
11
月
９
日（
水
）ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町

公
民
館
分
室
へ
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
レ
ザ
ー
ク
ラ

フ
ト空

手

　
武
道
の
礼
儀
、
空
手
道
の
基
本
、

初
級
の
形
な
ど
、
練
習
生
の
形
と

自
由
組
手
の
見
学
を
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
18
日（
金
）

午
後
７
時
～
９
時

■
定
員
　
10
人

■
持
ち
物
　
飲
み
物
　
運
動
の
で

大
町
公
民
館
分
室

サ
ー
ク
ル
１
日
体
験

　
大
町
公
民
館
分
室
で
は
、
市
内
に
あ
る
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
「
サ
ー
ク

ル
１
日
体
験
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
体
験
し
、

楽
し
く
学
ぶ
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
会
　
　
場
　
大
町
公
民
館
分
室

■
申
し
込
み
　
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町
公
民
館
分
室
へ
。

■
そ
の
他
　
費
用
の
表
記
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
公
民
館
分
室
　
℡
・
有
線
２
２
・
０
３
５
２
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サークル１日体験

き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
日
本
空
手
道

剛
柔
流
剛
誠
館

社
交
ダ
ン
ス

　「
ダ
ン
ス
は
心
身
の
健
康
と
認

知
症
予
防
」
を
合
言
葉
に
、
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
18
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
上
履
き
用
運
動
靴

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
む
つ
み
会

社
交
ダ
ン
ス

　
音
楽
に
合
わ
せ
、
楽
し
く
踊
り

ま
す
。
体
に
も
良
い
と
い
わ
れ
る

社
交
ダ
ン
ス
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
男
性
の
ご
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。	

■
日
時
　
11
月
22
日（
火
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

■
定
員
　
３
人

■
持
ち
物
　
上
履
き
用
運
動
靴
　

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
ス
リ
ー
ス

リ
ー
ズ社

交
ダ
ン
ス

　
楽
し
く
簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
か
ら

始
め
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
場
で
も
少

し
踊
れ
る
程
度
を
目
指
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
１
日（
木
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

■
定
員
　
３
人

■
持
ち
物
　
上
履
き
用
運
動
靴
　

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
ラ
イ
ズ

健
康
体
操

　
体
と
心
を
ほ
ぐ
す
癒
し
の
ス
ト

レ
ッ
チ
ク
ラ
ス
で
す
。
ゆ
っ
た
り

と
し
た
動
き
に
呼
吸
を
合
わ
せ
、

体
の
奥
の
筋
肉
を
し
な
や
か
で
丈

夫
に
し
て
い
き
ま
す
。
年
齢
、
性

別
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
15
日（
火
）

午
後
７
時
～
８
時

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
ジ
ム
・
ネ
ッ

ト
体
操
教
室
ス
ト
レ
ッ
チ
ク
ラ
ス

健
康
体
操

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
、
口
の
体

操
、
嚥え
ん

下げ

障
が
い
予
防
の
歌
、
認

知
症
予
防
、
脳
ト
レ
体
操
な
ど
、

生
き
生
き
と
健
康
で
長
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
16
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
上
履
き
用
運
動
靴
、

飲
み
物

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
健
康
教
室

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

　
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
学
習
を
し

た
後
、
時
節
柄
、
使
用
頻
度
が
増

え
る
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作
り
を
体

験
し
ま
す
。
で
き
た
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
19
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
費
用
　
５
０
０
円（
材
料
費
）

■
協
力
サ
ー
ク
ル

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク

ラ
ブ

童
謡
唱
歌

　
懐
か
し
い
童
謡
唱
歌
を
大
き
な

口
を
開
け
て
み
ん
な
で
楽
し
く
歌

い
ま
す
。
高
齢
者
の
交
流
の
場
と

し
て
や
、
健
康
に
毎
日
を
送
る
手

助
け
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

申
し
込
み
不
要
で
す
。
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
25
日（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
定
員
　
な
し

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
大
町
童
謡
唱

歌
を
歌
う
会

合
唱
練
習

　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

の
入
園
者
を
歓
迎
す
る
た
め
の
合

唱
曲
な
ど
を
練
習
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
４
日（
日
）

午
前
９
時
50
分
～
正
午

■
定
員
　
10
人

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
ウ
ェ
ル
カ
ム

合
唱
団

地域の情報を発信中！

週刊情報番組 「きらり☆ステーション」

市内の運動会 ・音楽会 ・スポーツ大会 ・講演会などを放送 「きらり☆おおまち特番」

大町市ケーブルテレビ
加入申し込みは　電話２１－３８０５まで
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生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

からだにうれしい
キムチと薬膳料理講座

　日本に３人しかいないキムチソムリエの資格を持つ

講師からキムチ作りと薬膳料理を学びます。薬膳は体

に優しく、料理のバリエーションが広がります。

■日時　11月15日（火）　午後１時30分～４時、12月

５日（月）　午前10時～午後３時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　料理講習室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着16人

■講師　張
チャン ク スン

琴順さん（やんちゃ坊料理長・韓国料理研

究家）

■費用　2,200円（材料費）

■持ち物　エプロン、三角巾

■申し込み　11月７日（月）～11日（金）までに、電話

または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

迎春の寄せ植え講座

　迎春の寄せ植えで新しい年を迎えませんか。いつも

と一味違うお正月になりますよ。

■日時　12月13日（火）　午前９時30分～11時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　軽運動室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着15人

■講師　牧野由美さん（園芸療法士）

■費用　3,500円（材料費）

■持ち物　エプロン、ビニール手袋　汚れてもよい服

装でご参加ください。

■申し込み　11月７日（月）～16日（水）までに、電話

または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

編み物三日間講座
　冬の夜長にゆっくり編み物を楽しみませんか。棒針、

かぎ針を使ってすてきな小物などを作ります。

■日時　12月１日・８日・15日　木曜日　全３回　

午前９時30分～11時30分

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　学習室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着10人

■講師　川本梅子さん（川本編み物教室）

■費用　2,000円（材料費）

■持ち物　棒針・かぎ針（お持ちの人のみ）

■申し込み　11月７日（月）～15日（火）までに、電話

または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

親子でクリスマスケーキづくり

　ことしのクリスマスは家族で手作りのケーキを味わ

いませんか。みんなで楽しく作りましょう。

■日時　12月17日（土）　午前９時～正午

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　料理講習室

■対象・定員　市内にお住まいの小学生～中学生と保

護者　先着８組

■講師　くろよんロイヤルホテルシェフ

■費用　3,000円（材料費）

■持ち物　エプロン、三角巾

■申し込み　11月７日（月）～16日（水）までに、電話

または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線２２－０６９４

ム
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平公民館・女性未来館ピュア

八坂公民館

山岳博物館

児童センター

そば打ち講座

　
ことしは、自分で打った「年越しそば」を食べません

か。シンプルでも奥の深いそば打ちを学びます。

■日時　11月24日、12月８日・15日・22日　木曜日

全４回　午後２時～４時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　軽運動室

■定員　先着10人

■講師　小山守彦さん（そば華会）

■費用　4,000円（材料費）

■持ち物　エプロン、三角巾、タオル、そばを持ち帰

る容器

■申し込み　11月18日（金）までに、電話または直接、

平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア

　℡・有線２２－０６９４

八坂塾　新そばを使った
「そば打ち講習会」

　
そば打ち技能が向上する喜びと、自分で打ったおい

しいそばを自宅で家族と味わえる楽しみを！　この講

習会から始めてみませんか。

■日時　11月25日（金）・29日（火）、12月２日（金）・

６日（火）・９日（金）・13日（火）　全６回

　　　　午後６時～８時

■会場　八坂ふるさと体験館（八坂公民館隣）

■定員　先着12人

■費用　800円／回（材料費）

■持ち物　エプロン、三角巾、そばを持ち帰る容器

■申し込み　11月15日（火）までに、電話または直接、

八坂公民館へ。　

■問い合わせ　八坂公民館　℡２６－２３８０

長野県環境保全研究所　信州自然講座
「生物多様性の宝庫、
　 北アルプス北部の今とこれから」

　
山岳博物館では、長野県環境保全研究所と共催で、

長野県の自然環境などの研究成果や現状と課題、保

全に向けた取り組みを皆さんと考える講座を開催し

ます。申し込み不要、参加無料です。どなたでもお

気軽にご参加ください。

■日時　12月３日（土）　午後１時～４時

■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室

■内容

▽注目の研究報告＆取り組み紹介

後立山連峰の成り立ち、信州の生物多様性ホットス

ポット・白馬連山の高山植物、北アルプスの雪は将

来どうなるのか？、北アルプスに迫るシカ・シカの

登山ルートを探る、高山帯のシンボル・ライチョウ

の生息域外飼育の取り組み

▽意見交換会

■問い合わせ

▽長野県環境保全研究所　℡０２６－２３９－１０３１

▽山岳博物館　℡・有線２２－０２１１

英語であそぼう

　
歌やダンス、絵本などの遊びの中で英語に触れて

みましょう。参加無料です。

■日時　11月22日（火）　午前10時～11時

■対象・定員　市内にお住まいの未就園児と保護者

先着30組

■申し込み　11月15日（火）までに、電話または直

接、児童センターへ。　

■会場・問い合わせ

　児童センター　℡・有線２２－０７４１
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生涯学習
総合体育館

文化財センター
シニア大学公開講座

　
シニア大学では、公開講座を開催します。シニア大学の

講座に関心がある人など、年齢を問わずどなたでもお気軽

にご参加ください。申し込み不要、参加無料です。

■期日・会場・内容

▽第１回　11月９日（水）　大町合同庁舎　１階　101・102

号会議室

【講座名】ボランティア活動の実際

【講師】飯沢喜久子さん（大町市社会福祉協議会職員）

▽第２回　12月７日（水）　大町合同庁舎　５階　講堂

【講座名】水辺の鳥の紹介

【講師】腰原正己さん（鳥類研究家）

■時間　午前10時～正午

■問い合わせ

　大町保健福祉事務所福祉課　℡２３－６５０７

やってみよう！　スラックライン
　今、市内で秘かなブー

ムになっているスラック

ラインを体験しませんか。

スラックラインとは、幅

５㎝程度の伸縮性のある

ベルト状のラインの上を

歩いたり、座ったり、ジャ

ンプしたりするスポーツ

です。バランス感覚や体

幹を鍛えられます。

■日時　12月３日（土）・11日（日）　全２回　午前９時30分～11

時30分　 ▽受付　午前９時

■会場　総合体育館西側駐車場横　※雨天時は屋内運動場または

総合体育館大アリーナ

■対象・定員　市内にお住まいの小学生以上の初心者　先着20人

■費用　900円（保険料ほか）

■持ち物　底が平らな運動靴、タオル、飲み物　運動のできる服装

でご参加ください。　※雨天時は上履き用運動靴

■申し込み　11月30日（水）までに、費用を添えて直接、総合体育

館へ。

水中運動教室
　水中運動は、陸上で運動するよりも足腰

への負担が少なく、少しの動作でも大きな

運動効果が期待できます。水中運動で体力

向上と健康な体づくりをしましょう。

■日時　12月２日・９日・16日・23日　

金曜日　全４回　午後２時～３

時

■会場　ゆ～ぷる木崎湖

■対象・定員　市内にお住まいの18歳以

上の人　先着20人

■費用　3,000円（入場料、保険料ほか）

■持ち物　水着、スイミングキャップ、タ

オル

■申し込み　11月30日（水）までに、費用

を添えて直接、総合体育館へ。

文化財講座　おおまちの歴史と自然
第５回　江戸時代の婚礼献立

　
江戸時代、大きな家の婚礼は村中の人を集め

て祝う催しでした。市内には婚礼に関する古文

書が残されており、当地ではどのような食材が

使われ、どんな料理が出されたかを伝えていま

す。当時の婚礼の様子を紹介します。受講は無

料です。

■日時　11月12日（土）　午後２時～４時

■講師　松井真菜美さん（文化財センター職員）

■申し込み　初めて受講する人は、事前に電話

または直接文化財センターへ。

■会場・問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５
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『蔵の音楽館』

　蔵の音楽館（通称：蔵
くら

音
おん

）は、土蔵を利用して平

成16年に開館した本格的な音楽練習場です。防

音機能があり、ギターやドラムなど、大きな音が

出る楽器の練習も行えます。

利用案内
■開館時間　午前８時30分〜午後９時30分

■休館日　月曜日、祝日の翌日、年末年始

■使用料　
△

施設使用料　200円／時間　

△

冷暖

房使用料100円／時間

※施設使用料は、減免規定があります。

■利用方法　利用登録が必要です。申請書に必要

事項を記入の上、直接、生涯学習・青少年係へ。

■その他　利用者による「大町市蔵の音楽館利用

者の会」は、会員が共同で使用する楽器や周辺機

器の整備、利用者同士の相談や連絡調整をしてい

ます。入会を希望する場合は、生涯学習・青少年

係にお問い合わせください。（年会費1,000円）

蔵の音楽館利用調整会議
■日時　11月28日（月）　午後６時30分

■会場　大町公民館分室　学習室

■利用調整期間　平成29年１月～６月

■対象

▽週のうち、曜日を決めて定期的に活動している人

▽月に何回か、日時を決めて活動している人

▽利用計画があり、特に今回調整してほしい人

■問い合わせ

　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡市内線６２２

「社会教育施設」を利用しよう！ 
地域の交流の場 

平成28年度第３期
「こども囲碁教室」
「大人のための囲碁入門講座」

　囲碁を通して人づくり街づくりを目指すアルプス

囲碁村推進協議会と日本棋院大町支部では、「こど

も囲碁教室」と「大人のための囲碁入門講座」を開催

します。

　囲碁は、思考力や集中力などが高められるといわ

れており、東京大学など20以上もの大学で授業と

して取り入れられています。この機会に囲碁を覚え

てみませんか。

共通事項

■日時　12月３日～29年３月11日　原則、毎週土

曜日　全12回（予定）　午前10時～11時

30分

■会場　アルプス囲碁村会館

■講師　アルプス囲碁村推進協議会囲碁普及員

■申し込み　11月30日（水）までに、電話でアルプ

ス囲碁村推進協議会へ。

こども囲碁教室

■対象　保育園・幼稚園年長児〜中学生

■費用　無料

■その他　送迎は、各ご家庭で行ってください。

大人のための囲碁入門講座

■対象　高校生以上

■費用　

▽テキスト代　1,080円

▽参加費　300円／回　※高校生は参加費は無料

■問い合わせ

　アルプス囲碁村推進協議会（企画財政課企画調整

係内）　℡ 市 内線５２２

市
街
地
中
央
通
り 塩入家具

下仲町
市営駐車場

キッズウィル 囲碁村会館

至 

合
同
庁
舎
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募
集

全
国
都
市
緑
化

信
州
フ
ェ
ア
の
愛
称

　
平
成
31
年
に
長
野
県
で
初
開
催
す
る

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。

　
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
は
、
緑
豊
か

な
暮
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
昭
和
58
年
か
ら
毎
年
全
国
で
開

催
し
て
い
る
花
と
緑
の
祭
典
で
す
。

　
全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア
の
開
催

方
針
等
を
簡
潔
に
表
し
、
信
州
ら
し
さ

を
広
く
伝
え
、
親
し
ま
れ
る
覚
え
や
す

い
愛
称
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
信
州
フ
ェ
ア
テ
ー
マ
　
北
ア
ル
プ
ス

の
麓
か
ら
広
が
る
花
と
緑
に
包
ま
れ
た

し
あ
わ
せ
暮
ら
し

■
応
募
方
法
　
29
年
１
月
27
日（
金
）ま

で
に
、
は
が
き
な
ど
に
愛
称
、
愛
称
へ

の
思
い
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
を
記
載
の
上
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

県
建
設
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課
全
国

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
準
備
係
へ
。

■
賞
品

▽
最
優
秀
賞
１
点

賞
状
、
副
賞
１
万
円
相
当
の
県
内
特
産

品
な
ど

■
費
用
　
１
５
０
０
円

■
申
し
込
み
　
11
月
17
日（
木
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
男
女
共
同
参
画
・

人
権
政
策
担
当
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
交
流
課

男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
５
２
５

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
検
定

（
３
級
）受
講
者

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
配
慮
や

「
マ
ナ
ー
」を
学
び
ま
す
。
応
対
の
ス
キ

ル
や
知
識
が
習
得
で
き
る
ほ
か
、
講
義

と
演
習
問
題
を
受
講
す
る
こ
と
で
資
格

が
認
定
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
８
日（
木
）　
午
後
２
時
～

４
時
　
▽
受
付
　
午
後
１
時
30
分

■
会
場
　
く
ろ
よ
ん
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

■
講
師
　
岸
田
ひ
ろ
実
さ
ん
（
㈱
ミ
ラ

イ
ロ
講
師
）

■
費
用
　
５
０
０
０
円

■
申
し
込
み
　
11
月
25
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町
商
工
会
議
所

経
営
支
援
課
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
商
工
会
議
所
　
経
営
支
援
課

℡
２
２
・
１
８
９
０

▽
優
秀
賞
２
点

賞
状
、
副
賞
５
０
０
０
円
相
当
の
県
内

特
産
品
な
ど

■
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.n
a
ga

n
o
.lg.jp

/

to
sh

ik
ei/ry

o
k
k
a
/a

ish
o
_b

o
sh

u
.

h
tm

l

　

■
問
い
合
わ
せ

▽
長
野
県
建
設
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り

課
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
準
備
係

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
３
４
９

〒
３
８
０

－
８
５
７
０（
住
所
不
要
）

FAX
０
２
６
・
２
５
２
・
７
３
１
５

Ｅ
メ
ー
ル

ryo
kka-fair@

p
ref.n

agan
o
.lg.jp

▽
建
設
課
計
画
係
　
℡
市
内
線
６
９
１

き
ら
り
☆
収
穫
祭
参
加
者

　
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体
「
き
ら
り

会
」
で
は
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、

男
性
も
女
性
も
活
躍
で
き
る
場
で
あ
り
、

食
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

を
高
め
る
「
お
い
し
い
輪
！
　
幸
せ
～

出
会
い
と
気
づ
き
と
　
発
見
と
～
」
を

テ
ー
マ
に
収
穫
祭
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
27
日（
日
）　
午
後
３
時
～

５
時

■
会
場
　
大
町
公
民
館
分
室
　
２
階
　

講
堂
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お
知
ら
せ

11
月
27
日（
日
）午
前
７
時
か
ら

秋
の
一
斉
清
掃

　
身
近
な
道
路
や
河
川
、
遊
園
地
な
ど

を
地
域
で
力
を
合
わ
せ
て
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。
都
合
に
よ
り
、
こ
の
日
に

実
施
で
き
な
い
自
治
会
は
、
自
治
会
ご

と
に
実
施
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
土
砂
の
受
け
入
れ
や
粗
大

ご
み
な
ど
の
有
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

土
砂

■
受
け
入
れ
場
所
と
時
間
　
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
　
午
前
７
時
～
11
時

粗
大
ご
み
な
ど

■
回
収
場
所
と
時
間
　
環
境
プ
ラ
ン
ト

午
前
７
時
～
11
時

■
処
理
料
金

▽
可
燃
性
粗
大
ご
み
…
…
…
20
円
／
㎏

▽
金
属
製
粗
大
ご
み
…
…
…
21
円
／
㎏

▽
電
化
製
品
・
混
合
製
品
…
37
円
／
㎏

※
小
型
家
電
（
掃
除
機
、
電
子
レ
ン
ジ

な
ど
）は
無
料
で
す
。

▽
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
物
…
…
21
円
／
㎏

▽
バ
ッ
テ
リ
ー
…
…
３
２
４
円
～
／
個

▽
古
タ
イ
ヤ（
自
動
車
）

…
…
…
…
…
…
…
…
１
５
０
円
～
／
本

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
廃
家

電（
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
）

…
…
…
…
…
…
…
３
０
０
０
円
～
／
台

※
種
類
と
大
き
さ
で
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他
　
可
燃
性
粗
大
ご
み
、
小
型

家
電
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
廃

家
電
は
、
環
境
プ
ラ
ン
ト
の
通
常
業
務

で
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

▽
環
境
プ
ラ
ン
ト

℡
・
有
線
２
２
・
０
１
６
８

看
護
協
会
講
演
会

　（
公
社
）長
野
県
看
護
協
会
大
町
支
部

で
は
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
26
日（
土
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー

あ
づ
み
病
院
　
７
階
　
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

■
定
員
　
先
着
１
０
０
人

■
テ
ー
マ
　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
・

多
動
性
障
害
）
の
基
本
的
理
解
～
支
援

と
治
療
～

■
講
師
　
今
井
淳
子
さ
ん
（
松
本
あ
さ

ひ
学
園
精
神
科
医
）

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具

■
申
し
込
み
　
11
月
12
日（
土
）ま
で
に
、

電
話
で
北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ

づ
み
病
院
ま
た
は
福
祉
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み

病
院

℡
６
２
・
３
１
６
６

▽
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
４
１
７

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

「
さ
し
の
べ
て　
あ
な
た
の
そ
の
手     

い
ち
は
や
く
」

　
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ

き
問
題
で
す
。
子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、

子
ど
も
の
人
権
を
侵
害
す
る
だ
け
で
な

く
、
時
に
は
心
身
に
深
い
傷
を
残
す
こ

と
や
命
を
奪
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
早
期

の
発
見
・
対
応
が
極
め
て
重
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
地
域
で
の
子
育
て
、
児

童
虐
待
の
防
止
を
、
も
う
一
度
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
「
児
童
虐
待
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
児
童
」を
発
見
し
た
場
合
は
、

児
童
相
談
所
、
福
祉
事
務
所
な
ど
に
通

告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

■
児
童
虐
待
と
は

▽
身
体
的
虐
待
　
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

▽
性
的
虐
待
　
子
ど
も
へ
の
性
的
虐
待
、

性
行
為
を
見
せ
る
な
ど

▽
ネ
グ
レ
ク
ト
　
家
に
閉
じ
込
め
る
、

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
な
ど

▽
心
理
的
虐
待
　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、無

視
、き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
扱
い
な
ど

■
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
ポ
イ
ン
ト

▽「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連

絡
→
児
童
相
談
所
、福
祉
事
務
所
な
ど
へ

▽「
し
つ
け
の
つ
も
り
」は
、
言
い
訳
→

子
ど
も
の
立
場
が
大
切
で
す

▽
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
→
で
き
る
こ

と
か
ら
実
行

▽
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場
→
子

ど
も
の
命
が
最
優
先

▽
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り

得
る
→
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

▽
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン

℡
０
２
６
・
２
１
９
・
２
４
１
３

▽
大
町
市
福
祉
事
務
所
（
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
係
）

℡
市
内
線
６
８
１

▽
大
町
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
６
・
３
８
５
０

▽
松
本
児
童
相
談
所

℡
０
２
６
３
・
９
１
・
３
３
７
０

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

℡
１
８
９
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大
北
地
域

士
業
合
同
無
料
相
談
会

　
士
業
（
税
理
士
、
行
政
書
士
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
社
会
保
険

労
務
士
）
に
よ
る
合
同
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
税
金
、
各
種
許
可
申
請
、
各

種
登
記
、
相
続
贈
与
、
土
地
測
量
、
労

務
関
係
、
年
金
な
ど
で
お
困
り
で
し
た

ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
不
要
、

相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時
　
11
月
12
日(

土)

　
午
後
１
時
～

４
時

■
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
２
階

会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
税
理
士
会
大
町
支
部
　
支
部

長
　

戸
谷
稔（
戸
谷
税
務
会
計
事
務
所
）

℡
２
２
・
１
５
３
３

平
成
29
年　
裁
判
員
候
補
者

名
簿
記
載
通
知

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
か
ら
選
ば
れ

る
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制

度
で
す
。

　
裁
判
員
は
、
事
件
ご
と
に
裁
判
員
候

補
者
名
簿
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
名

簿
は
毎
年
、
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為
に
選

ん
だ
人
の
名
簿
を
基
に
全
国
の
裁
判
所

で
作
成
し
、選
ば
れ
た
人
に
は
11
月
中
旬

ご
ろ
裁
判
所
か
ら
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
。

通
知
が
届
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
事
件

の
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
29
年
２
月
ご
ろ
～
30
年
２
月

ご
ろ
の
間
に
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、

あ
ら
か
じ
め
心
積
も
り
を
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

℡
０
２
６
・
４
０
３
・
２
０
０
８

女
性
と
子
ど
も
の

「
悩
み
事（
人
権
）相
談
所
」開
設

　
大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

夫
か
ら
の
暴
力
、
離
婚
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
い
じ
め
、
虐
待
、

体
罰
な
ど
の
心
配
事
・
悩
み
事
の
相
談

を
受
け
ま
す
。
相
談
は
、
申
し
込
み
不

要
で
無
料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
11
日（
金
）　
午
前
10
時
～

午
後
３
時

■
会
場
　
長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９

学
校
人
権
教
育

公
開
授
業
研
究
懇
談
会

　
学
校
で
の
児
童
・
生
徒
の
人
権
教
育

学
習
の
研
究
懇
談
会
で
す
。
事
前
の
授

業
を
ご
覧
に
な
っ
て
懇
談
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
参
加
無
料
で
す
。
ど
な
た
で

も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
会
場
・
日
時
・
内
容

▽
西
小
学
校
　
11
月
16
日（
水
）　
午
後

２
時
５
分
～
４
時
35
分

〇
公
開
授
業
学
級
　
２
年
１
組

〇
研
究
内
容
　
人
や
も
の
に
心
を
寄
せ

て
関
わ
り
、
自
分
を
見
つ
め
、
自
ら
豊
か

な
人
間
関
係
を
育
も
う
と
す
る
子
ど
も

〇
懇
談
会
　
参
観
を
基
に
、
授
業
内
容

に
つ
い
て
の
懇
談

▽
八
坂
中
学
校
　
11
月
16
日（
水
）　
午

後
２
時
20
分
～
４
時
40
分

〇
公
開
授
業
学
級
　
全
ク
ラ
ス

〇
研
究
内
容
　
互
い
の
良
さ
を
認
め
合

い
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
も
の
の
考

え
方
が
で
き
、
自
他
を
大
切
に
で
き
る

心
情
を
持
っ
た
生
徒
の
育
成

○
懇
談
会
　
参
観
を
基
に
、
授
業
内
容

に
つ
い
て
の
懇
談

■
持
ち
物
　
上
履
き
、
筆
記
用
具

■
申
し
込
み
　
事
前
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
、
生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当

℡
市
内
線
６
２
３
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土
地
家
屋
調
査
士
の

無
料
相
談
会

　
長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
土
地
の
境
界

（
筆
界
）の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
お
悩
み
に

専
門
家
が
応
じ
ま
す
。
相
談
時
間
は
、

１
件
当
た
り
30
分
で
す
。

■
日
時
　
12
月
３
日（
土
）　
午
後
１
時
～

４
時
　
※
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
会
場
　
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

■
内
容

▽
土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の

悩
み
な
ど
の
相
談

▽
土
地
・
建
物
の
登
記
な
ど
の
相
談

■
そ
の
他
　
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

事
前
の
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
予
約
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
５
時
　
※
平
日
の
み

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
４
５
６
６

司
法
書
士
に
よ
る

養
育
費
の
無
料
相
談
会

　
長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
養
育
費

が
滞
っ
て
い
る
、
取
り
決
め
せ
ず
離
婚

し
た
、
減
額
ま
た
は
増
額
し
た
い
な
ど

養
育
費
に
関
す
る
悩
み
事
を
受
け
る
相

談
会
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

面
接
相
談

■
日
時
　
12
月
10
日（
土
）　
午
前
10
時
～

午
後
３
時

■
会
場
　
長
野
県
司
法
書
士
会（
長
野
市
）

■
申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
で
、
長
野

県
司
法
書
士
会
へ
。

電
話
相
談

■
日
時
　
12
月
８
日（
木
）・
９
日（
金
）・

10
日（
土
）　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
電
話
番
号

℡
０
１
２
０
・
４
４
８
・
７
８
８

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

11
月
12
日(

土)

・
13
日(

日)
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
の

発
行
を
停
止

　
11
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）は
、
大

町
公
民
館（
文
化
会
館
）、
総
合
情
報
セ

ン
タ
ー
で
の
「
住
民
票
の
写
し
」「
印
鑑

登
録
証
明
書
」の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
証
明
書
発
行
シ
ス
テ
ム
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
で
す
。
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
市
民
・
戸
籍
係

℡
市
内
線
４
２
５
・
４
２
６

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　「
広
報
お
お
ま
ち
№
１
０
２
９（
平
成

28
年
10
月
号
）」に
掲
載
の
記
事
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

生
涯
学
習（
18
ペ
ー
ジ
）の
左
側
上
か
ら

２
段
目

誤
（
１
～
２
行
目
）

サ
ー
ク
ル
１
日
体
験

「
身
体
が
目
覚
め
る
太
極
拳
講
座
」

（
４
～
５
行
目
）

太
極
拳
を
使
っ
た
介
護
法
も
学
べ
ま
す

（
13
行
目
）

申
し
込
み
　
10
月
20
日（
木
）ま
で

正
（
１
～
２
行
目
）

サ
ー
ク
ル
体
験

「
太
極
拳
基
礎
講
座
」

（
４
～
５
行
目
）

武
術
の
動
き
を
利
用
し
た
介
護
法
な
ど

も
体
験
で
き
ま
す
。

（
13
行
目
）

申
し
込
み
　
11
月
11
日（
金
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ

平
公
民
館
・
女
性
未
来
館
ピ
ュ
ア

℡
・
有
線
２
２
・
０
６
９
４

　市内産業の育成・振興、生活情報の提供、自主財源の確保の
ために、「広報おおまち」に市内事業者の広告を掲載しています。
お申し込みをお待ちしています。

広告の規格・掲載料　縦50㎜×横180㎜　白黒刷り　１回 20,000円
掲載できる広告の内容や、申し込み方法などは、広聴広報係にお問い合わせください。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　TEL22-0420　内線 404

有
料
広
告

募
集
中
！
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　桜田スタジオ〜きらり☆大町人〜
　社でワインぶどうの
畑を管理している中村
智恵美さんをご紹介し
ます。ワインぶどう作
りを始めたきっかけや、
収穫が無事終わったこ
としの出来具合などのお話を伺います。

 放送日  ………20日（日）・27日（日）　午後8：45

　健康ワン・ポイント～中央保健センターから～
　「食中毒予防・ノロウイルスについて」と題し、
中央保健センター栄養士の堀内ミユキさんから、
寒い時期に気を付けたいポイントのお話です。

 放送日  ………17日（木）・24日（木）　午後8：45

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊大町幼稚園　運動会……………… １日〜６日
＊あすなろ保育園　運動会………… １日〜６日
＊かえで保育園　運動会…………… １日〜６日
＊くるみ保育園　運動会…………… ７日〜13日
＊しらかば保育園　運動会………… ７日〜13日
＊はなのき保育園　運動会………… ７日〜13日
＊東小学校　運動会………………… 14日〜18日
＊仁科台中学校　蓮華祭…………… 14日〜20日
＊定例記者会見……………………… 18日〜19日
＊八坂中学校　やまびこ祭………… 21日〜27日
＊第一中学校　こぶし祭…………… 24日〜27日

シャイニング・キッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10:00

＊第一中学校　一中リレー…………… 14日〜27日

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00

＊１週間の出来事ニュース、スポーツなど

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）やホームペー

ジでご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

図書館だより
－新着図書（一般向け）－　

失踪者［日本の小説］������� 下村敦史／著

新しい鳥たち［日本の小説］���� 片山恭一／著

農ガール、農ライフ［日本の小説］
��������������� 垣谷美雨／著

共通のソースで作る　贅沢グラタンと旨味シ
チュー　詳細プロセス付き［料理］
����������� 絶品レシピ研究会／著

定本　黒部の山賊　アルプスの怪［地理（日本）］
��������������� 伊藤正一／著

ゆびを動かし毎日元気に！　手作りを楽しむイキ
イキかんたん手芸［手芸］�� ブティック社／出版

もしもテロにあったら、自分で自分の命を守る
民間防衛マニュアル［社会］����������
志方俊之／監修　武田信彦／著　小泉悠／コラム

すぐに役立つ366日記念日事典　第３版［民俗・
文化］��� 加瀬清志／著　日本記念日協会／編

－新着図書（子ども向け）－

マルの背中［日本の読み物］
�������� 岩瀬成子／著　酒井駒子／絵

空飛ぶリスとひねくれ屋のフローラ［外国の読
み物］�������� ケイト・ディカミロ／作

Ｋ・Ｇ・キャンベル／絵　斉藤倫子／訳

まどべにならんだ五つのおもちゃ［外国の絵本］
��ケビン・ヘンクス／作・絵　松井るり子／訳

とうだい（日本傑作絵本シリーズ）［日本の絵本］
�������� 斉藤倫／文　小池アミイゴ／絵

おひさまのくにへ［日本の絵本］
��������� 松居友／文　井上博幾／絵

学校では教えてくれないゆかいな日本語（14歳
の世渡り術［国語・日本語］���  今野真二／著

ドラえもん社会ワールド　日本と国際社会［政治］
��藤子・Ｆ・不二雄／まんが　藤子プロ、井田仁康／監修

－今月の推薦図書－

わずか一しずくの血
連城三紀彦／著　文藝春秋
　１年以上前に失踪した妻か
ら、突然かかってきた電話。「自
分が出ているから」と言われテ
レビをつけると、そこには白骨
化した左脚が発見されたという
ニュースが。妻は生きているのか？　電話の意
味は？　壮大なスケールの超絶ミステリー。

最新ワザ！　100歳までボケない手指体操
白澤卓二／監修　主婦と生活社
　身近な道具や昔のおもちゃな
どを使い、脳の活性化や認知症
を予防する手指体操を写真やイ
ラストを交えて分かりやすく紹
介。書き込み式の「白澤流ボケ
予測テスト」も掲載。

－今月の催し－

おはなしの森��� ５日（土）　午前10時30分
おいで　えほんのおへや� ８日（火） 午前11時
おりがみ教室�� 17日（木）・19日（土） 午前11時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

● ケーブルテレビ11月の番組から ●

● 有線放送11月の番組から ●
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11月

室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります

▽ スキー・ストックセット（約12～13年前購入、Ｈ
160・Ｈ150㎝、２セット有り）������  無料

▽電子ピアノ（約10年前購入）　�������  応談

●譲ってください

▽はぜ棒　　 ▽はぜ足　　 ▽自転車

▽オーディオスピーカー　　 ▽アンプ

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってく
ださい。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立する
ことがあります。ご了承ください。
　市のホームページにも随時情報を載せていますの
で、ご覧ください。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

今
月
の
納
税
な
ど

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
…
第
３
期

国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
11
月
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
11
月
分

保
育
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11
月
分

市
営
住
宅
使
用
料

定
住
促
進
住
宅
使
用
料

雇
用
促
進
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11
月
分

上
下
水
道
料
・
簡
易
水
道
料
…
11
月
分

納
期
限
は
11
月
30
日（
水
）

＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 28,517（－ 34） 転入 55

男 13,861（－ 11） 転出 67

女 14,656（－ 23） 出生 8

世帯数 11,844（＋ 12） 死亡 30
※ 10 月 1 日現在、（　）内は前月比

　
仁
科
台
中
学
校
で
は

９
月
30
日
～
10
月
２
日
の

蓮
華
祭
で
、
開
校
50
周
年

を
記
念
し
た
壁
新
聞
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
開
校
し

た
昭
和
42
年
か
ら
の
50
年
間
を
、
３
年
生

が
年
度
ご
と
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
制
作
。

過
去
の
記
念
誌
や
生
徒
会
誌
の
ほ
か
、
地
元

に
い
る
卒
業
生
や
教
諭
を
取
材
し
て
記
事
に

し
ま
し
た
。
開
校
当
時
の
行
事
、
運
動
部
の

全
国
大
会
で
の
活
躍
、活
発
な
生
徒
会
活
動
、

大
運
動
会
の
騎
馬
戦
や
仮
装
行
列
、
総
合

発
表
会
か
ら
蓮
華
祭
へ
、
亘

わ
た
る

哲
平
さ
ん
・
鉄

拳
さ
ん
・
奥
原
希の

ぞ

み望
さ
ん
の
学
生
時
代
な

ど
…
。
訪
れ
た
保
護
者
は
歓
声
を
上
げ
な

が
ら
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。
自
分
も
取
材

を
忘
れ
、
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

無料相談
社会保険・
年金・労働
（要予約）

12日（土）
13:00〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
12日・26日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

10日（木）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

８日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=勝野照章弁護士 （次回は12月13日　宮澤幸平弁護士）

行 政

30日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

30日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

30日（水）
9:00〜12:00 美麻公民館

年 金 17日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

17日（木）
13:30〜16:30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

10日（木）
10:00〜15:00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52524日（木）

9:00〜12:00

育 児
18日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

心配ごと
（要予約）

７日・21日
月曜日

13:00〜16:00
総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

７日・21日
月曜日

13:00〜15:00

生活・就労
（要予約）

平日
9:30〜17:00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 17日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 15日・22日 火曜日 13:00〜16:00 総合福祉センター

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）
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11月
休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

  3日（木）

柿下クリニック 清　水 ☎ 21-1230

平林メンタルクリニック 池田町 ☎ 61-1577

栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

  6日（日）

遠藤内科医院 神栄町 ☎ 22-0031

近藤医院 松川村 ☎ 62-9187

しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

13日（日）

松林医院 大黒町 ☎ 22-5800

ＪＡあづみ病院 池田町 ☎ 62-3166

栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

20日（日）

菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580

西森整形外科 松川村 ☎ 61-1700

公済堂医院 白馬村 ☎ 72-2013

23日（水）

小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047

太田医院 池田町 ☎ 62-1010

ＪＡ白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

27日（日）

平林医院 六九町 ☎ 22-2525

ＪＡあづみ病院 池田町 ☎ 62-3166

神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11：00、診療時間9：00〜12:00）

  3日（木） おだ歯科 白馬村 ☎ 72-6482

  6日（日） グリーン歯科クリニック 堀六日町 ☎ 23-6666

13日（日） あづみ野歯科 松川村 ☎ 62-2332

20日（日） オクハラデンタルクリニック 仁科町 ☎ 23-0500

23日（水） いいざわ歯科医院 俵　町 ☎ 23-7050

27日（日） 小谷歯科医院 小谷村 ☎ 82-2762

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）

  3日（木） とをしや薬局大町常盤店 上　一 ☎ 26-3252

  6日（日）
カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

林薬局 仁科町 ☎ 22-0151

13日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512

20日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512

23日（水） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

27日（日） タカミ薬局 下仲町 ☎ 22-0180

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00 受付時間 18:30〜20:45

休 診 日 ３日㈭・６日㈰・13日㈰・20日㈰・23日㈬・27日㈰ ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）「フレンド・プラザ大町」内

　1964年秋、信州伊那谷に産声を上げた歌舞劇団「田楽座」。日
本のふるさとに昔から伝わり、人々の暮らしの中で時代を超え生
き続けてきた唄や踊り、太鼓、舞などの民俗芸能を伝えています。
　田楽座の元座長で、まっちゃんこと故松田満夫さんは、九日
町出身です。大町では、1965年の初公演以来、何度か舞台を披露。
今回はまっちゃんの生まれた地で、追悼公演を開催します。
■日時　平成29年１月15日（日）

▽開演　午後２時　 ▽開場　午後１時30分　※開演前に文化会
館ホワイエで「大町流鏑馬太鼓こども連」が演奏を披露します。
■会場　文化会館　大ホール
■チケット

▽前売り券　全席自由　大人3,500円、高校生以下1,500円

▽当 日 券　全席自由　大人4,000円、高校生以下2,000円
※未就学児は無料。ただし席が必要な場合は有料です。
■プレイガイド　文化会館、塩原書店
■問い合わせ
　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡市内線６２２

歌舞劇団「田楽座」
信濃に生きて50余年　まっちゃん追悼 in 大町公演

無料相談、有料相談は31ページに掲載しています

きらり★情報館


